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報酬及び費用弁償に関する条例の一部改正について 
日程第 26 議案第 44 号 南越前町道の駅南えちぜん山海里施設維持基金条例の制定について 
日程第 27 議案第 45 号 南越前町南条文化会館の設置及び管理に関する条例の一部改正について 
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日程第 29 議案第 47 号 南越前町教職員住宅の設置及び管理に関する条例の廃止について 
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各常任委員長報告  
自然保護並びに環境保全対策特別委員長報告 
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令和４年３月南越前町議会会議録 

 

 

招集の告示  令和４年２月１０日 南越前町告示第１１号 

招集の期日  令和４年３月 ２日  

招集の場所  南越前町役場 議場 

 

第 １ 号  ３月２日（水） 

 

出席議員（敬称略）   １４ 名 

 

１番  高 橋 宏 介    ２番 山 本 徹 郎    ３番 大 浦 和 博 

４番  城 野 庄 一    ５番 熊 谷 良 彦    ６番 喜村 喜代 治 

７番  平 泉 初 男    ８番 加 藤 伊 平    ９番 井 上 利 治 

10番  生 駒 一 義    11番 秋 田 重 敏    12番 平 谷 弘 子 

13番  山 本    優    14番 丸 岡 武 司 

     

欠席議員（敬称略）   な し 

 

会議録署名議員  ５番 熊 谷 良 彦   ６番 喜 村 喜 代 治 

 

地方自治法第１２１条により説明のため出席した者の職氏名（敬称略） 

    町    長  岩 倉 光 弘 

     副   町   長    北 野  徹 

    総 務 課 長    関 根 將 人      観光まちづくり課長  初 一  剛 

    町民税務課長    野 村 和 子       保健福祉課長  山 岸  健 

    農林水産課長  市 村  誠      建設整備課長  中 村 勝 典 

 

(教育委員会) 

    教 育 長  上 田 康 彦        事 務 局 長  坂 井 浩 伸 

 

職務のため議場に出席した者の職氏名 
 

議会事務局長  中 村 幸 彦       書     記   關  敏 宏 

 

 

議事日程（別紙のとおり）  
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会議に付した事件 

 

 会議録署名議員の指名 

 

 会期の決定 

 

 諸般の報告 

 

 議案第８号 令和３年度南越前町一般会計補正予算(第９号) 

 

議案第９号 令和３年度南越前町国民健康保険特別会計補正予算(第１号) 

 

議案第10号 令和３年度南越前町国民健康保険今庄診療所特別会計補正予算 

(第４号) 

 

議案第11号  令和３年度南越前町河野診療所特別会計補正予算(第４号) 

 

議案第12号 令和３年度南越前町個別排水処理施設特別会計補正予算(第１号) 

 

議案第13号 令和３年度南越前町後期高齢者医療特別会計補正予算(第１号) 

 

議案第14号  令和３年度南越前町農業集落排水特別会計補正予算(第３号) 

 

議案第15号 令和３年度南越前町老人保健施設特別会計補正予算(第４号) 

 

議案第16号 令和３年度南越前町介護保険特別会計補正予算(第３号) 

 

議案第17号 令和３年度南越前町下水道特別会計補正予算(第３号) 

 

議案第18号 令和３年度南越前町水道事業会計補正予算(第３号) 

 

議案第19号 令和４年度南越前町一般会計予算 

 

議案第20号 令和４年度南越前町国民健康保険特別会計予算 

 

議案第21号 令和４年度南越前町国民健康保険今庄診療所特別会計予算 

 

議案第22号 令和４年度南越前町河野診療所特別会計予算 

 

議案第23号 令和４年度南越前町個別排水処理施設特別会計予算 

 

議案第24号 令和４年度南越前町農業者労働災害共済特別会計予算 

 

議案第25号 令和４年度南越前町後期高齢者医療特別会計予算 
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議案第26号 令和４年度南越前町農業集落排水特別会計予算 

 

議案第27号 令和４年度南越前町老人保健施設特別会計予算 

 

議案第28号 令和４年度南越前町介護保険特別会計予算 

 

議案第29号 令和４年度南越前町下水道特別会計予算 

 

議案第30号 令和４年度南越前町水道事業会計予算 

 

議案第31号 南越前町公共施設適正管理基金条例の制定について 

 

議案第32号 行政手続における押印見直しに伴う関係条例の整理に関する条例 

の制定について 

 

議案第33号 南越前町職員の育児休業等に関する条例の一部改正について 

 

議案第34号 南越前町地区集会所の設置及び管理に関する条例の一部改正に 

ついて 

 

議案第35号 南越前町テニス場の設置及び管理に関する条例の一部改正について 

 

議案第36号 南越前町子ども医療費の助成に関する条例及び南越前町暴力団排除 

条例の一部改正について 

 

議案第37号 南越前町個人情報保護条例の一部改正について 

 

議案第38号 南越前町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部 

改正について 

 

議案第39号 南越前町営駐車場等の設置及び管理に関する条例の一部改正に 

ついて 

 

議案第40号 南越前町ふれあい会館今庄サイクリングターミナルの設置及び管理 

に関する条例の一部改正について 

 

議案第41号 南越前町国民健康保険税条例の一部改正について 

 

議案第42号 南越前町子育て支援金支給条例の一部改正について 

 

議案第43号 南越前町附属機関設置条例及び南越前町特別職の職員で非常勤の 

      ものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部改正について 

 

議案第44号 南越前町道の駅南えちぜん山海里施設維持基金条例の制定について 
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議案第45号 南越前町南条文化会館の設置及び管理に関する条例の一部改正に 

ついて 

 

議案第46号 南越前町民体育館の設置及び管理に関する条例の一部改正に 

ついて 

 

議案第47号 南越前町教職員住宅の設置及び管理に関する条例の廃止について 

 

議案第48号  公の施設の指定管理者の指定について 

  

議案第49号  公の施設の指定管理者の指定管理期間の変更について 

 

議案第50号  町道路線の認定について 

 

  陳情第１号 シルバー人材センターに対する支援を求める意見書の提出について 
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全国町村議会議長会 自治功労者表彰として 

  

議会議員２７年以上在職者  山本  優 議員 

 

議会議員１５年以上在職者  生駒 一義 議員  が表彰されました。 

 

                           

開    会 

 

〔開会  午前１０時０１分〕 

 

○議長（秋田重敏君）ただいまより、令和４年３月南越前町議会定例会を開会い

たします。３月議会定例会の開会にあたりまして、一言ご挨拶を申し上げます。 

 ３月に入りましたが、まだまだ寒く春の到来を待ち遠しく感じております。 

さて、本町においては、昨年も大きな災害の発生もなく２月の大雪に対して

も、適切な除雪体制により、主要幹線道路、生活道路とも適時除雪が行われ、住

民生活に対する大きな影響が生じなかったことにつきましては、感謝申し上げる

次第でございます。しかしながら、災害は忘れたころにやってくると申します。

住民が安心して生活できるよう、より一層の防災対策・対応をお願いしたいと存

じます。 

ところで、全国的には、新型コロナウイルスのオミクロン株による感染が続い

ております。福井県においても、過去最高の感染者数を更新するなど感染拡大に

歯止めがかからず、本町においても感染者数が増加してきている現状でございま

す。新型コロナウイルス感染症に対する３回目のワクチン接種については、２月

から集団接種が始まっており、感染拡大を防止する意味でもワクチン接種の推進

は有効な手段でありますので、住民に対する接種が少しでも早く完了するようお

願いをいたしたいと存じます。また、ワクチン接種の業務に従事される医療関係

者及び職員の皆様には大変ご苦労とは存じますが、ご尽力いただきますようお願

いをいたします。５歳から１１歳までのワクチン接種も今月から始まるとのこと

でございます。保護者の方に対する懇切・丁寧な説明を通してワクチン接種への

理解が深まり、少しでも多くの子供たちがワクチンを接種できることを願ってお

ります。 

 さて、今月末をもって、南条、今庄、河野の各中学校が閉校いたします。長く 

輝かしい歴史を刻み、地域とともに歩んでこられた中学校の歴史が閉じられます

ことは、誠に寂しいかぎりでございます。しかし、これまで地域とともに築き上
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げてきた歴史と伝統は、私たち地域住民の胸にしっかりと刻まれていると確信を

いたしております。そして、４月からは各中学校が統合され、南越前中学校が開

校し、新たな歴史の幕開けとなります。地域とともに、新たな輝かしい歴史を刻

んでいっていただくことを心より念願をいたしております。 

さて、３月議会は、新年度予算をはじめ、補正予算、条例の制定や改正など、

重要な案件が多くありますので、議員各位におかれましては、本定例会に提出さ

れました各案件につきまして、慎重審議いただきますことをお願い申し上げまし

て、挨拶といたします。 

本日の出席議員数は１４名です。定足数に達しておりますので、これより本日

の会議を開きます。 

 

〔午前１０時０５分〕 

                       

会議録署名議員の指名 

 

○議長（秋田重敏君）本日の議事日程は、お手元に配付のとおりです。 

これより、日程に入ります。日程第１ 会議録署名議員の指名を行います。会議

録署名議員は、会議規則第１２７条の規定により、議長において、５番 熊谷良彦

君、６番 喜村喜代治君を指名いたします。 

 

                           

会 期 の 決 定 

 

○議長（秋田重敏君）次に日程第２ 会期の決定を議題といたします。本定例

会の会期につきましては、去る２月２日と２月２２日に議会運営委員会を開

催し、協議いたしましたので、議会運営委員長の報告を求めます。 

(「議長」と呼ぶ声あり) 

 

○議長（秋田重敏君）議会運営委員長 １４番 丸岡 武司君。 

 

○１４番（丸岡武司君）それでは、議会運営委員会の報告をさせていただきま

す。令和４年３月定例会の運営につきまして、去る２月２日及び２月２２日に正

副議長出席のもと、議会運営委員会を開催いたしました。当委員会で協議し、決

定いたしました結果につきまして、ご報告いたします。 

会期につきましては、本日より１８日までの１７日間といたします。議会日程

につきましては、お手元にお配りいたしました日程表のとおりであります。 
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議員各位のご賛同とご協力をお願い申し上げまして、議会運営委員会の報告と

いたします。 

 

○議長（秋田重敏君）お諮りいたします。ただいまの丸岡委員長の報告のと

おり、本定例会の会期を本日から１８日までの１７日間といたしたいと思い

ます。これに、ご異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ声あり） 

 

○議長（秋田重敏君）異議なしと認めます。 

よって、本定例会の会期は、本日から１８日までの１７日間とすることに

決定しました。 

                        

諸 般 の 報 告 

 

○議長（秋田重敏君）次に、日程第３ 諸般の報告を行います。１２月議会

定例会以降に開催されました会議等につきましては、お手元に配付してあり

ます諸報告のとおりです。次に、監査委員から送付されました例月出納検査

の結果につきましては、お手元に写しを配付してありますので、ご覧願いま

す。なお、本日までに受理した請願・陳情等は、お手元に配布した受付一覧

表のとおりでございます。これで、諸般の報告を終わります。 

                      

議 案 の 上 程 

 

○議長（秋田重敏君）次に、日程第４ 議案第８号 令和３年度南越前町一般会計

補正予算（第９号）から日程第４６ 議案第５０号 町道路線の認定についてま

での４３議案を一括して議題といたします。 

                            

提 案 理 由 の 説 明 

 

○議長（秋田重敏君）岩倉町長より、提案理由の説明を求めます。 

〔「議長」と呼ぶ声あり〕 

 

○議長（秋田重敏君）岩倉町長。 

           〔町長（岩倉光弘君）登壇〕 
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○町長（岩倉光弘君）本日ここに、令和４年３月定例議会を招集申し上げましたと

ころ、議員各位におかれましては、大変お忙しい中ご出席を賜り、誠にありがとう

ございます。 

ただ今、全国町村議会議長会による自治功労者表彰を受賞されました山本優議

員、生駒一義議員に対しまして衷心よりお祝いとお慶びを申し上げます。両議員

におかれましては、永年にわたり、その高邁な識見と卓越した政治手腕によりま

して地方自治の発展に多大な貢献をされてこられました。ここに町民を代表いた

しまして、敬意を表しますとともに深く感謝を申し上げます。今後ともご自愛の

うえ、町政の限りない発展のために、なお一層のご活躍をお祈りいたすところで

あります。 

さて、新型コロナウイルスのオミクロン株による第６波の感染者は、３回目の

ワクチン接種が始まったことや、集団免疫の拡大もありまして、東京都などの感

染者はやや減少傾向にありますが、依然として県内の感染者数は高止まりの傾向

が続いております。 

南越前町内におきましても一昨年以来、７４人の感染者が確認されています。

３回目のワクチン接種の積極的な推進とともに、今月１９日から５歳から１１歳

の小児ワクチンの集団接種を開始いたします。この感染拡大防止に努めてまいり

たいと思います。いずれにいたしましても、基本的な感染対策であります「手洗

い」・「うがい」・「マスクの着用」などは生活習慣とするなど、一人ひとりの心掛け

が最も大切であります。皆さま方の大切な人のためにも、徹底していただきます

ようよろしくお願い申し上げます。 

このように日本をはじめ世界中が新型コロナウイルスに立ち向かっている中、

先月２４日にロシアがウクライナに侵攻しました。これは世界秩序をないがしろ

にする暴挙であり、いかなる場合においても暴力による支配は避難されるべきで

あります。新型コロナウイルス感染症によって２年以上の間、大きなダメージを

受けた国民生活、社会経済などへの更なる影響は必至の状況となっております。 

１月１７日に開会をしました第２０８回通常国会において、岸田総理大臣は施

政方針演説で最優先課題は新型コロナウイルス対応としつつ、「信頼と共感」の政

治姿勢を堅持し、「成長と分配」の好循環により「新しい資本主義」を実現すると

しております。新型コロナウイルス感染拡大とロシアのウクライナ侵攻などによ

る国民の不安を一日でも早く解消できるように、国の強いリーダーシップのもと、

地方自治体との連携により安定した穏やかな社会生活が戻るよう努めていただき

たいと思っております。 

さて、今年の冬は、年末から降雪がありまして、２月中旬までの長い間、日々、

雪かきに追われた方も多いと思います。その間、地元の建設事業者の皆さまが除
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排雪作業に献身的にお取り組みいただいたことで、通勤通学に支障がなく、雪に

強いまちづくりが実現できました。心から感謝を申し上げます。 

ここで、かねてより強力に進めております「６つのまちづくり事業」につきまし

て、令和４年度の主要施策、重点事項等の取り組みについて述べさせていただき

ます。 

 まず、一つ目の「町民に優しいまちづくり」でありますが、 

一、障害の有無に関わらず、誰もが身近な地域でいつまでも暮らし続けること

ができる、思いやりと支え合いのまちづくりのため、自立支援サービスなど障害

者福祉施策を推進します。 

一、高齢になっても住み慣れた地域で安心して暮らし続けることができるよう、

住まい・医療・介護・予防・生活支援が一体的に提供される地域包括ケアシステム

の深化を目指し、「地域ふれあいサロン」を中心とした介護予防活動と地域の見守

り・支え合い体制づくりを推進します。 

一、 町の代表的な観光施設である「花はす公園」や「北前船主の館右近家」に

おいて、高齢者や障害者の利用に配慮した施設の整備を推進します。 

一、 妊産婦や小学校就学前の子どもを持つ保護者などが抱える地域の多様化す

るニーズに応えるため、民間を含む認定こども園２園と保育所２ヵ所、子育て支

援センター、子育て世代包括支援センター、子ども家庭総合支援拠点において、発

達や状況に応じたきめ細やかな教育・保育と、切れ目のない支援を提供します。 

一、マイナンバーカードの申請に出向くことが困難な方を対象に、出張申請や

相談受付を行い、併せてマイナポイント・健康保険証利用等の手続きを支援する

ことにより、マイナンバーカードのさらなる普及を図ります。 

一、高校生までの子どもインフルエンザ予防接種費用の全額助成や、療育のた

め町外の病院や施設に通院・通所する乳幼児の保護者に支援金を支給することに

より、子育て世帯の経済的負担軽減を図るとともに、疾病の予防と早期治療、早期

療育の促進に努めます。 

一、悪性新生物をはじめとする生活習慣病予防のため、町民の健康づくりスロ

ーガンである「がん予防スタートプロジェクト」の普及・啓発を行い、町民全体の

健康意識とがん予防意識の向上を図ります。 

一、地域に根ざした身近な医療機関として良質な医療サービスを提供するため、

各診療所では全身Ｘ線ＣＴ装置の更新を行うなど、医療資源の効率的かつ効果的

な活用に努めます。また、各診療所では発熱外来診療や新型コロナウイルスワク

チン接種、入院・入所施設では面会制限といった新型コロナウイルス感染症防止

対策を引き続き実施をいたします。 

次に、二つ目の「安全安心して暮らせるまちづくり」でありますが、 
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一、地震や風水害等の災害から町民の生活と財産を守るため、避難訓練を含め

た町の総合防災訓練を実施して住民の防災意識を高めるとともに、地域の防災力

を高めるために、防災士の資格取得及び自主防災組織の設立及び活動を支援して、

災害に強い安全安心なまちづくりを目指します。 

一、 高齢者の運転免許自主返納を促進するとともに、安全安心して運転できる

ようドライブレコーダーの設置を支援し、安全運転意識の向上、交通事故抑止及

び事故発生時の被害の軽減化を図ります。 

一、誰もが生涯にわたり地域で豊かな生活ができる交通システムの構築に向け、

町内全域においてオンデマンドバスの実証実験に取り組みます。 

一、 国道８号防災事業、国道３６５号栃ノ木峠改良事業、県道中小屋武生線の

地域間を結ぶ幹線道路の改良促進を図るため、国・県・関係機関に強く要請を行い

ます。 

一、 国道３０５号鯖波跨線橋や国道３６５号から南条スマートＩＣに接続する

ため、日野川に架ける鯖波大橋の概略設計業務を実施します。また、雪に強い道路

交通網の実現に向け、町道上野東環状線と町道牧谷線の消雪工事を実施します。 

一、 子育て世帯や新婚世帯など若い世代の定住を促進するため、丸山団地内に

町営住宅を整備すると共に、宅地の分譲や空き家・住宅取得に対する補助などの

住宅政策を引き続き実施します。 

一、 老朽化した水道施設を計画的に更新していくため、今泉配水区管路更新事

業を継続して実施します。また、安全で効率的に施設を管理していくため、水道管

路管理システムの整備や水道遠方監視システムの更新事業を実施いたします。 

次に、三つ目の「活き活きと働けるまちづくり」でありますが、 

一、 南越前町遠距離通勤者高速道路利用支援事業を継続し、遠方の勤務地に高

速道路で通勤する方の費用及び身体的負担の軽減を図るとともに、短縮された通

勤時間を有効に活用できるよう、ワークライフバランスの充実に努めます。 

一、 日本遺産に認定されました「北前船寄港地・船主集落」と「旧北陸線鉄道

遺産」、重要伝統的建造物群保存地区に選定された「北国街道今庄宿」及び重要文

化的景観に選定された「越前海岸の水仙畑・糠の文化的景観」への誘客を拡大する

ために、協議会や地域住民と協働し、魅力ある観光地づくりに取り組みます。 

一、 山頂から日本海や白山連峰が一望でき、四季折々の大自然が楽しめる「今

庄３６５スキー場」周辺の豊かな自然環境資源を最大限に活かしていくための、

新たな活用方法に関する調査研究と基本構想の策定に取り組みます。 

一、 国重要文化財「中村家住宅」の一般公開に向けまして、引き続き国・県と

ともに大規模保存改修事業や公開活用事業を支援し、「河野北前船主通り」へのさ

らなる誘客拡大に向けて取り組みを推進します。 
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一、 米価の下落など農業者を取り巻く厳しい情勢を鑑み、生産数量目安を遵守

した担い手農家を対象に米の直接支払交付金を交付するとともに、担い手農家や

集落営農組織が整備する農業用機械や園芸施設等に対する支援を実施いたします。 

一、 本町の園芸振興及び道の駅「南えちぜん山海里」の活性化と相乗効果を図

り、若手農業者を育成するため、隣接する１．１ヘクタールの農地でのイチゴ・ブ

ドウ・ブルーベリーの体験農園施設整備を支援いたします。 

一、 日本海に面した糠集落北側の斜面に水仙畑を復活させるため、糠集落との

協力体制を構築し、越前水仙の文化的景観保存活用計画に基づき落石防護柵及び

獣害防止柵等の整備に着手します。 

一、 有害鳥獣から農作物等を守るため、捕獲頭数の強化に取り組むとともに、

集落や個人が整備する電気柵、ワイヤーメッシュ柵等の被害防止施設の資材費や

設置費に対して支援を実施いたします。 

一、 森林環境譲与税を活用して山際森林の現況調査や森林施業の意向調査を実

施するとともに、木材産業の活性化を図るために、間伐材の搬出を促進する支援

を実施いたします。また、公共事業において町産材や県産材を積極的に活用し、木

製品の利用促進に取り組みます。 

一、 水産業の健全な発展と水産物の安定供給を図るために、漁港の機能保全計

画書に基づき、河野漁港第３船揚場の断面修復工事を実施いたします。 

次に、四つ目の「人と文化を育むまちづくり」でありますが、 

一、 歴史と文化を継承するため、「国指定史跡杣山城跡」や「越前海岸の水仙畑 

糠の文化的景観」、「今庄宿重要伝統的建造物群保存地区」、「重要文化財中村家」、

「名勝おくのほそ道の風景地湯尾峠」などの環境整備や保存修理を計画的に進め

て、これらの文化遺産を有効に活用できるように努めます。 

一、青少年育成代継基金を活用した合宿通学や各学校で校区特有の資源を利用

した管内小学校間の交流の実施、町の伝承料理や地場産品等を使用した山海里ふ

るさとランチ給食の実施等を通して、ふるさとに愛着を持つ人材を育成するふる

さと教育を推進いたします。 

一、 きめ細やかな教育と個々のニーズに応じた教育のより一層の充実を図るた

め、教員だけでな、スクールカウンセラーや教育相談員、特別支援教育支援員、ス

クールソーシャルワーカー等を適切に配置し、児童生徒が気軽に相談できるよう、

しっかりとした教育相談体制を構築いたします。 

一、 若者の活躍の場を広げるとともに町内への定住促進を図ることを目的に、

経済的理由により公的機関から奨学金の貸与を受けて大学等に進学し、卒業後、

町に定住する意思を持った方を対象に、借り入れた奨学金の返還の一部を助成す

る制度を創設いたします。 
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一、誰もがスポーツに親しめる環境づくりを進めるため、生涯スポーツの普及

や指導者および競技団体の育成・充実を図り、競技力の向上を目指します。また、

春と秋にアプリを活用したウォーキングイベントやＱＲコードを活用して今庄宿

内を探索するＱＲ探検ウォークラリーを新たに実施することにより、生涯スポー

ツの振興による健康・体力づくりの取組みを促進いたします。 

次に、五つ目の「住民主体のまちづくり」でありますが、 

一、住民自治の拠点として、今年度は金粕集会所を整備して集落の振興と活性

化を図ります。 

一、老若男女が共に学び合える生涯学習の充実に努めるとともに、まちづくり

推進員や地域活動団体、社会教育団体等が協力し、公民館施設を拠点としたまち

づくり活動の推進を図れるよう支援をしていきます。 

最後に、六つ目の「効率的な行財政運営によるまちづくり」でありますが、 

一、 厳しい財政状況の中において、多様化する住民ニーズに迅速に対応し、今

後も良質な行政サービスを展開するために財政規模に応じた適正な行財政運営に

取り組みます。 

一、 地域での挑戦に取り組む学生を支援し、持続可能な活力ある地域づくりを

推進するために、南越前町みらい創造活動推進事業に取り組みます。 

一、 町税の納付手続きの簡素化及び納税者の利便性の向上を図るとともに、収

納率の向上及び収納事務の効率化のため、口座振替納付を推進いたします。 

一、 下水道事業の経営基盤の強化と財政マネジメントの向上を図るために、下

水道特別会計、農業集落排水特別会計、個別排水処理施設特別会計の３つの特別

会計を、令和５年度末までに公営企業会計に統合します。 

以上、令和４年度に取り組みます「６つのまちづくり事業」の具体的な事業につ

いてご説明申し上げました。 

 職員全員が、常に緊張感を持ちまして真摯に業務に向き合い、職員一丸となっ

てこの「６つのまちづくり事業」をはじめとした住民福祉向上に鋭意努めまして、

住民の皆さんの誰もが、安全で安心して暮らすことができる南越前町の実現に向

けてしっかり取り組んでいきたいと思っております。 

それでは本定例議会にご提案申し上げました各案件につきまして、その概要を

ご説明申し上げます。 

 提案いたしました議案は、補正予算に関するものが１１件、当初予算に関する

ものが１２件、条例の制定に関するものが３件、 条例の一部改正に関するものが

１３件、条例の廃止に関するものが１件、公の施設の指定管理者の指定に関する

ものが１件、公の施設の指定管理者の指定管理期間の変更に関するものが１件、

町道路線の認定に関するものが１件の合計４３件であります。 
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最初に、議案第８号 令和３年度南越前町一般会計補正予算（第９号）でありま

すが、予算現額に２，４４３万９千円を追加し、予算総額を９６億１，５６２万１

千円にいたそうとするものであります。 

 なお、継続費補正では、南条サービスエリア周辺地域振興施設整備事業で事業

費の総額を１７億９，６７２万７千円から１７億９，３６０万円といたし、令和３

年度の年割額を補正するものであります。 

繰越明許費では、定年延長制度例規整備事業ほか８事業で総額２億３，１２２

万７千円を設定いたそうとするものであります。 

地方債補正では、集会施設整備事業ほか８件で限度額の変更をいたそうとする

ものであります。 

歳出の主なものは、総務費では、総合事務組合退職手当特別負担金に２，３００

万円の追加、公共施設適正管理基金積立金に２億円の追加。 

民生費では、結婚新生活支援事業補助金で５４０万円の減額、障害者福祉費扶

助費に７１３万３千円の追加、後期高齢者医療給付費負担金で７１３万８千円、

介護保険特別会計繰出金で８２６万１千円の減額、老人保健施設特別会計繰出金

に７８１万円の追加、後期高齢者医療特別会計繰出金で３５５万５千円、児童手

当で５１５万円、子育て世帯生活支援特別給付金で５００万円の減額。 

衛生費では、予防接種委託料で４０９万２千円、国民健康保険今庄診療所特別

会計繰出金で１，２９４万８千円、南越清掃組合負担金で１，５７８万３千円、水

道事業企業会計補助金で５７７万４千円の減額。 

農林水産業費では、強い農業・担い手づくり総合支援事業補助金で９４８万８

千円、中山間地域総合整備事業負担金で９７５万円、多面的機能支払交付金で７

８１万９千円の減額。 

商工費では、鯖波工業団地拡張整備工事で１億４，４８０万４千円、長浜市・敦

賀市・南越前町観光連携協議会負担金で１，６０６万８千円、団体観光客誘客促進

事業補助金で４５０万円、はす公園リニューアル工事で３５１万円の減額、そま

やま、やすらぎ、ゆうばえの施設管理委託料に１，６６１万３千円の追加、サイク

リングターミナルの施設管理委託料に４３８万８千円、今庄３６５スキー場の施

設管理委託料に１，９５２万８千円の追加。 

土木費では、道路定期点検委託料で３６５万８千円、 橋梁・トンネル補修設計

委託料で５３４万２千円、橋梁補修工事で４８０万円、 高速道路案内標識設置工

事負担金で３１２万７千円、県道路改良事業負担金で３１５万１千円、下水道特

別会計繰出金で３１０万５千円の減額。 

消防費では、南越消防組合負担金で２，０３７万７千円の減額。 

教育費では、特別支援教育支援員等会計年度任用職員報酬で３７８万円、非常
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勤講師等会計年度任用職員報酬で４３８万３千円、南条中学校校舎等改修工事で

３，６５４万円、杣山城址居館跡整備工事等で３，１４１万３千円、福井の伝統的

民家普及促進事業補助金で３００万円の減額、ウォーターランド南条施設管理委

託料に１，２６３万３千円の追加。         

公債費では、地方債利子で５０５万３千円の減額、諸支出金では減債基金積立

金に２億円の追加等であります。 

歳入の主なものは、町税では、個人町民税として１，６００万円の追加、固定資

産税で３，０８９万９千円の減額、町たばこ税として６００万円の追加。 

地方消費税交付金では、２，７００万円の追加。 

地方交付税では、普通交付税として４億６，９００万円の追加。 

分担金および負担金では、農業用施設整備事業分担金で１，５５８万９千円の

減額。 

 国庫支出金では、障害者自立支援給付費負担金として３３１万２千円の追加、

児童手当国庫負担金で３６５万１千円の減額、新型コロナウイルス感染症対応地

方創生臨時交付金として１，０６２万９千円の追加、子育て世帯生活支援特別給

付金事業費補助金で５００万円、新型コロナウイルスワクチン接種体制確保事業

費国庫補助金で６９５万５千円の減額、国宝重要文化財等保存整備費補助金で１，

３０８万６千円の減額。 

 県支出金では、地域担い手づくり整備事業費補助金で９４８万８千円、多面的

機能支払交付金で５８６万４千円、福井県産業団地整備事業補助金で９，５３０

万円の減額、核燃料税交付金として４，０４６万円の追加。 

財産収入では、土地売払収入で２，７１６万５千円の減額。 

 寄附金では、農林水産業費寄附金として５００万円の追加。 

 繰入金では、財政調整基金で２億２５７万１千円、減債基金繰入金で１億円、森

林環境譲与税基金繰入金で５００万円、広域観光推進事業基金繰入金で９８９万

円、地域振興基金繰入金で３，１００万円の減額。 

繰越金では、純繰越金として１億２９２万円の追加。 

 諸収入では、長浜市・敦賀市・南越前町観光連携協議会国庫補助事業収入で１，

６０５万円。 

町債では、中山間地域総合整備事業債で５５０万円、南条サービスエリア周辺

地域整備事業債で１，１４０万円、学校教育施設整備事業債で４，３１０万円、文

化財保存整備事業債で１，５６０万円の減額等であります。 

次に、議案第９号 令和３年度南越前町国民健康保険特別会計補正予算（第１

号）でありますが、予算現額に５６５万３千円を追加し、予算総額を１１億９５３

万３千円にいたそうとするものであります。 
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 歳出の主なものは、諸支出金では、給付費等交付金返還金として６８６万６千

円の追加等であります。 

歳入の主なものは、国民健康保険税では、一般被保険者医療給付費分現年課税

分として１，０５０万円、同じく後期高齢者支援金分現年課税分として４６０万

円の追加。 

 県支出金では、特別交付金で１，２４７万２千円の減額。 

 繰入金では、国民健康保険基金繰入金で８９７万８千円の減額。 

 繰越金では、その他繰越金として３５４万１千円の追加。 

諸収入では、診療報酬等差額返納金として４４２万８千円の追加等であります。 

 次に、議案第１０号 令和３年度南越前町国民健康保険今庄診療所特別会計補

正予算（第４号）でありますが、予算現額に１７万６千円を追加し、予算総額を２

億７，２７９万２千円にいたそうとするものであります。 

歳出の主なものは、総務費では、施設の燃料費や光熱水費等に１３５万９千円

の追加等であります。 

歳入の主なものは、診療収入では、入院収入で１，０２３万８千円の減額、外来

収入として１，３８２万７千円の追加。 

 使用料及び手数料では、予防接種手数料として４８８万７千円。 

 繰入金では、一般会計繰入金で１，２９４万８千円の減額。 

諸収入では、福井県新型コロナウイルスワクチン接種体制強化事業支援金とし

て４２８万８千円の追加、予防接種受託事業収入として５６９万２千円の追加等

であります。 

 次に、議案第１１号 令和３年度南越前町河野診療所特別会計補正予算（第４

号）でありますが、予算現額から５００万円を減額し、予算総額を９，２２４万９

千円にいたそうとするものであります。 

 歳出の主なものは、医業費では、医薬材料費で５００万円の減額等であります。 

 歳入の主なものは、診療収入では、外来収入で８８０万円の減額。 

使用料及び手数料では、予防接種手数料として３４０万円の追加等であります。 

 次に、議案第１２号 令和３年度南越前町個別排水処理施設特別会計補正予算

（第１号）でありますが、予算現額から１６０万円を減額し、予算総額を１，３０

４万６千円にいたそうとするものであります。 

 歳出では、個別排水処理施設事業費では、浄化槽管理清掃委託料で１６０万円

の減額であります。 

 歳入の主なものは、繰入金では、一般会計繰入金で１６１万９千円の減額等で

あります。 

次に、議案第１３号 令和３年度南越前町後期高齢者医療特別会計補正予算（第
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１号）でありますが、予算現額から２５０万３千円を減額し、予算総額を１億５，

６６２万８千円にいたそうとするものであります。 

 歳出では、後期高齢者医療広域連合納付金で２５０万３千円の減額であります。 

 歳入の主なものは、後期高齢者医療保険料で２３９万１千円の減額等でありま

す。 

 次に、議案第１４号 令和３年度南越前町農業集落排水特別会計補正予算（第

３号）でありますが、予算現額に２６８万４千円を追加し、予算総額を２億９，２

９４万９千円にいたそうとするものであります。 

 歳出の主なものは、農業集落排水事業費では、光熱水費として１９０万５千円

の追加等であります。 

 歳入の主なものは、分担金及び負担金で、農業集落排水処理施設加入金として 

１１８万８千円の追加等であります。 

 次に、議案第１５号 令和３年度南越前町老人保健施設特別会計補正予算（第

４号）でありますが、予算現額に２１４万６千円を追加し、予算総額を１億８，４

４１万６千円にいたそうとするものであります。 

 歳出の主なものは、総務費では、燃料費や光熱水費など需用費に２１４万６千

円の追加であります。 

 歳入の主なものは、介護給付費収入では、短期入所療養介護費収入で３３６万

２千円の減額。 

繰入金では、一般会計繰入金として７８１万円の追加等であります。 

次に、議案第１６号 令和３年度南越前町介護保険特別会計補正予算（第３号）

でありますが、保険事業勘定の予算現額から２，８４８万９千円を減額し、予算総

額を１４億７，５２８万２千円にいたそうとするものであります。 

 歳出の主なものは、保険給付費では、居宅介護サービス給付費で３，１００万

円、地域密着型介護サービス給付費で３００万円、施設介護サービス給付費で２，

４００万円、特定入所者介護サービス費で８００万円の減額。 

基金積立金では、介護保険基金積立金として３，５４８万６千円の追加等であ

ります。 

 歳入の主なものは、国庫支出金では、介護給付費負担金で１，１９２万円、調整

交付金で３２８万円の減額。 

 支払基金交付金では、介護給付費交付金で１，７７１万２千円の減額。 

 県支出金では、介護給付費負担金で９４０万円の減額。 

 繰入金では、介護給付費繰入金で８２０万円、介護保険基金繰入金で５０８万

４千円の減額。 

 繰越金では、繰越金として２，３７０万６千円の追加等であります。 
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 次に、議案第１７号 令和３年度南越前町下水道特別会計補正予算（第３号）で

ありますが、予算現額から１３２万３千円を減額し、予算現額を１億９,１０９万

７千円にいたそうとするものであります。 

なお、継続費補正では、下水道事業公営企業会計移行事業で事業費の総額を５，

０３１万４千円から４，７４６万６千円といたし、それぞれ令和３年度から５年

度までの年割額を補正するものであります。 

 歳出の主なものは、事業費では、地方公営企業法適用業務委託料で１６１万５

千円の減額等であります。 

 歳入の主なものは、繰入金では、一般会計繰入金で３１０万５千円の減額等で

あります。 

 次に、議案第１８号 令和３年度南越前町水道事業会計補正予算（第３号）であ

りますが、収益的収支の予算現額から６４万６千円を減額し、予算総額を３億８，

５４０万５千円にいたそうとするものであります。 

 支出の主なものは、原水及び浄水費では、日野川地区水道用水供給事業受水費

で４４９万７千円の減額。 

 配水及び給水費では、今庄地区水管橋空気弁修繕料として２８０万５千円の追

加等であります。 

 収入の主なものは、給水収益では、水道料金として２７７万３千円の追加。 

 一般会計補助金では、４６８万５千円の減額等であります。 

 以上、補正予算に関する議案１１件につきまして、ご説明を申し上げました。 

続きまして、令和４年度の当初予算の概要についてご説明を申し上げます。 

 はじめに、議案第１９号 令和４年度南越前町一般会計予算につきまして、ご

説明申し上げます。 

 予算の総額は、８２億２，９６４万８千円で、前年度の当初予算と比較いたしま

して、５億７，６４７万５千円の減で、率にして６．５５％の減となりました。減

額となった主な要因として、歳出では、かねてから整備を進めてきました南条サ

ービスエリア周辺地域振興施設整備事業が令和３年度をもって終了したこと、ま

た、学校の統合に向けて実施した中学校改修事業、鯖波工業団地拡張整備事業な

どの大型事業が完了したことなどから予算規模が大きく減少いたしました。 

また、歳入では、コロナ禍の影響による固定資産税の納税猶予期間終了により

税収が減額、また、各事業の終了に伴い県補助金が減額となっております。繰入金

については、こうした大型事業の減少によりまして、歳出予算が抑制されている

ことから財政調整基金等の繰入金を計上せずに、また、町債についても同理由か

ら発行が抑制されたことから減少しております。 

具体的に、「６つのまちづくり事業」をはじめ、第２次南越前町総合計画後期計
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画に掲げる事業を重点的に取り組む予算といたしたところであります。  

 歳出について、性質別で増減があった主なものは、人件費が１４億１，４２５万

３千円で、前年度の当初予算と比較いたしまして、１，６２３万８千円の増であり

ます。主な要因は、会計年度任用職員の雇用の増、町議会議員選挙、および県知

事・県議会選挙に伴う増によるものであります。 

 物件費が１６億６，６３８万９千円で、１億５，１８４万３千円の増でありま

す。その主な内容は、財産管理費で５，４１５万４千円、企画費で１億８８０万７

千円、公共交通対策費で６，１１６万１千円、予防費で５，０７６万１千円、観光

費で１億５２万２千円、温泉施設管理費で８，１０５万９千円、スキー場管理費で

６，４６１万７千円、道の駅管理費で７，２６４万５千円、道路橋梁維持費で５，

２８５万６千円、教育委員会事務局費で６，０４２万３千円、スクールバス運行費

で９，２１９万３千円、小学校の学校管理費で５，７３０万８千円、体育施設費で

７，９６８万４千円、学校給食費で１億９９０万７千円であります。 

 維持補修費が１億２，３８７万５千円で、２８２万６千円の増であります。その

主な内容は、造林事業費で９２２万２千円、温泉施設管理費で５９７万８千円、道

路橋梁維持費で７，０８１万４千円であります。 

 扶助費が６億９，３８７万円で、７９２万円の増であります。その主な内容は、

障害者福祉費で３億５，８９４万５千円、児童福祉総務費で３，７１９万６千円、 

児童措置費で１億３，９９０万円、認定こども園費で８，１３１万３千円でありま

す。 

 補助費等が１２億６，８８５万９千円で、６，３７１万４千円の増であります。

その主な内容は、企画費で６，９４４万円、社会福祉総務費で３，９７１万３千 

円。清掃総務費で１億７，６５１万１千円、水道事業費で７，２９３万２千円、農

業振興費で６，７３６万７千円、農地費で８，４４８万５千円、観光費で４，２４

６万３千円、消防費で３億６，１４２万５千円であります。 

 普通建設事業費は１３億５１６万８千円で、８億６，７２８万５千円の減であ

ります。その主な内容は、財産管理費で４，４０７万９千円、自治振興費で３，５

２０万８千円、農業振興費で１億７，９８５万９千円、農地費で１億４，７９９万

２千円、漁港建設費で５，２１３万８千円、公園管理費で６，３１２万３千円、温

泉施設管理費で４，２７５万９千円、北前船主の館管理費で４，８９７万１千円、

道路橋梁維持費で１億２，７４７万１千円、道路橋梁新設改良費で１億８，５０６

万５千円、定住対策推進費で３，９２５万２千円、文化財保護費で４，６９９万２

千円であります。 

公債費が６億５，１２８万７千円で、４，０９２万５千円の減。 

積立金は１億２，９００万２千円で、１億３６２万７千円の増であります。その
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主な内容は、財産管理費で１億円であります。 

貸付金が４，０００万円で、３００万円の減。 

繰出金が９億２，３９４万５千円で、１，４４３万３千円の減であります。 

歳出について目的別で増減があった主なものは、議会費が７，５１６万９千円

で、前年度の当初予算と比較いたしまして１，２８４万９千円の減であります。 

総務費が１３億３，２２３万９千円で、２億４０６万２千円の増であります。そ

の主な要因は、財産管理費の積立金で１億円、企画費の物件費で２，７０９万６千

円、公共交通対策費の物件費で１，５８０万９千円、諸費の普通建設事業費等で

１，４２５万６千円、小学校管理費の人件費で１，２１６万６千円のそれぞれ増で

あります。 

 民生費が１８億３５万５千円で、１，３５４万８千円の減であります。その主な

要因は、高齢者福祉費の人件費で８２９万１千円、児童福祉総務費の補助費で４

３５万円、高齢者福祉費の繰出金で１，１１１万３千円のそれぞれ減であります。 

衛生費が６億２，２２５万６千円で、２，６１７万円の減であります。その主な

要因は、予防費の物件費で４，０３７万６千円、環境衛生費の物件費で３５０万９

千円のそれぞれ減であります。 

労働費が１，５００万円で、３００万円の減であります。 

 農林水産業費が９億８，０７５万８千円で、７，９８９万７千円の増でありま

す。その主な要因は、農地費の普通建設事業費で１億１，３５１万９千円の減とな

る一方で、農業振興費の普通建設事業費で１億５，８４４万５千円、漁港建設費の

普通建設事業費で３，７６５万８千円のそれぞれ増となったことで合計が増とな

っています。 

 商工費が６億９，３８０万８千円で、２億５，０５４万７千円の減であります。

その主な要因は、温泉施設管理費の物件費で２，１９４万円、スキー場管理費の物

件費で５，２５８万５千円のそれぞれ増となる一方で、商工振興費の普通建設事

業費で３億９，９４５万８千円の減となったことで合計が減となっています。 

 土木費が７億５，７９３万５千円で、２億３，６８４万円の減であります。その

主な要因は、道の駅管理費の物件費で６，０６３万７千円、道路橋梁維持費の普通

建設事業費で４，５１２万８千円のそれぞれ増となる一方で、道路橋梁新設改良

費の普通建設事業費で３億２，７１５万８千円の減となったことで合計も減とな

っています。 

 消防費が３億６，１４２万５千円で、１，１０８万４千円の増であります。 

 教育費が９億２，７０２万８千円で、２億８，５９２万９千円の減であります。

その主な要因は、スクールバス運行費の物件費で５，１１０万３千円、小学校の学

校管理費で１,２１６万６千円のぞれぞれ増となる一方で、学校統合整備費の普通
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建設事業費で３億２，６３９万２千円の減となったことで合計も減となっていま

す。 

 公債費が６億５，１２８万７千円で、４，０９２万５千円の減。 

 諸支出金が２３８万８千円で、１７１万円の減であります。 

 予備費が前年度と同額の１，０００万円であります。 

次に、歳入について、ご説明申し上げます。 

 歳入の主なものは、町税が１２億７，１０５万２千円で、前年度の当初予算と比

較いたしまして４，１７５万２千円の減。 

 譲与税、交付金等が３億６，４８０万円で、２，０４８万８千円の増。 

 地方交付税が３７億円で、１億３，０００万円の増。 

分担金及び負担金が４，７１７万７千円で、７７５万６千円の減。 

使用料及び手数料が５，２５６万６千円で、３３８万６千円の減。 

 国庫支出金が７億９９９万５千円で、１億３，７４３万１千円の増。 

 県支出金が８億７，３７０万６千円で、１億８，５０９万３千円の減。 

 財産収入が３億２，８７２万７千円で、２億７８３万８千円の増。 

 寄附金が５，５００万円で、１，５００万円の増。 

 繰入金が１億３，５７２万２千円で、３億６，７３６万８千円の減。 

 諸収入が３億５，２６０万３千円で、４，４９７万７千円の減。 

町債が３億３，８３０万円で、３億３，６９０万円の減であります。 

次に、議案第２０号 令和４年度南越前町国民健康保険特別会計予算から議案

第３０号 令和４年度南越前町水道事業会計予算までの１１の特別会計、企業会

計の当初予算についてでありますが、これらの予算総額を４３億３，９０１万６

千円といたそうとするものです。前年度の当初予算と比較いたしますと７，３２

２万５千円の増で率にして１.７２％の増であります。 

 それでは、議案第２０号 令和４年度南越前町国民健康保険特別会計予算であ

りますが、予算総額は１０億８，６１８万円で、前年度の当初予算と比較いたしま

して、１，７７０万円の減で、率にして１．６０％の減であります。 

 歳出の増減の主な要因は、一般被保険者療養給付費で１，０００万円の減、一般

被保険者高額療養費で１５０万円の減。 

国民健康保険事業費納付金医療給付費分で６６４万５千円の増。 

 直営診療所特別会計繰出金で１，２１０万円の減等であります。 

 歳入の主なものは、国民健康保険税が１億９，６９０万６千円で、１，３３０万

７千円の増。 

 県支出金が８億２，６８２万４千円で、２，５１３万８千円の減。 

繰入金が６，１６５万８千円で、５０１万円の減等であります。 
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 次に、議案第２１号 令和４年度南越前町国民健康保険今庄診療所特別会計予

算でありますが、予算総額は、２億８，２８７万７千円で、前年度の当初予算と比

較いたしまして、４４４万５千円の増で、率にして１．６０％の増であります。 

 歳出の増減の主な要因は、医業費医療用機械器具費で６４０万８千円の増、同

じく医薬品衛生材料費で１３２万円の減等であります。 

 歳入の主なものは、入院収入が３，９７２万１千円で、１，０３７万３千円の減、

外来収入が８，２４０万円で、１，２５６万円の増。 

 国民健康保険特別会計繰入金が１１０万円で、１，２１０万円の減等でありま

す。 

 次に、議案第２２号 令和４年度南越前町河野診療所特別会計予算であります

が、予算総額は、１億２０７万５千円で、前年度の当初予算と比較いたしまして、

８７６万３千円の増、率にして９．３９％の増であります。 

歳出の増減の主な要因は、医業費医療用機器材料費で１，０００万円の増、同じ

く医療用衛生材料費で１４５万２千円の減等であります。 

 歳入の主なものは、外来収入が３，９１７万円で、６０３万８千円の減。 

 予防接種等手数料が２６２万５千円で、１１８万９千円の増。 

医業費県補助金が８２５万円で、２９７万円の増。 

 一般会計繰入金が３，６４７万８千円で、２７７万８千円の増。 

医療施設等整備事業債が１，２８０万円で、７６０万円の増等であります。 

 次に、議案第２３号 令和４年度南越前町個別排水処理施設特別会計予算であ

りますが、予算総額は、１，４８３万４千円で、前年度の当初予算と比較いたしま

して、１８万８千円の増、率にして１．２８％の増であります。 

 歳出の増減の主な要因は、個別排水処理施設管理費で１８万８千円の増等であ

ります。 

 歳入の主なものは、一般会計繰入金が７２９万３千円で、２７万円の増等であ

ります。 

 次に、議案第２４号 令和４年度南越前町農業者労働災害共済特別会計予算で

ありますが、予算総額は、１３９万５千円で、前年度の当初予算と比較いたしまし

て、４６万３千円の減、率にして、２４．９％の減であります。 

 歳出の主なものは、災害共済金が１００万円であります。 

 歳入の主なものは、農業者労働災害共済基金繰入金が８１万３千円で、１２万

８千円の増等であります。 

 次に、議案第２５号 令和４年度南越前町後期高齢者医療特別会計予算であり

ますが、予算総額は、１億８，０４８万６千円で、前年度の当初予算と比較いたし

まして、２，１３５万５千円の増、率にして、１３．４２％の増であります。 
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 歳出の増減の主な要因は、後期高齢者医療広域連合納付金で２，１３７万６千

円の増であります。 

歳入の主なものは、特別徴収保険料が１億１，１１８万３千円で、１，３５９万

７千円の増、普通徴収保険料が３，３２２万４千円で、４０７万円の増。 

 保険基盤安定繰入金が３，５３２万８千円で、３７０万９千円の増等でありま

す。 

 次に、議案第２６号 令和４年度南越前町農業集落排水特別会計予算でありま

すが、予算総額は、２億８，１３９万３千円で前年度の当初予算と比較いたしまし

て、８２６万８千円の減、率にして、２．８５％の減であります。 

 歳出の増減の主な要因は、事業費農業集落排水管理費で５６６万３千円の減。 

 公債費で２６０万５千円の減等であります。 

 歳入の主なものは、農業集落排水使用料が１億４００万４千円で、１４万９千

円の増。 

 一般会計繰入金が１億７，６０５万円で、８３４万２千円の減等であります。 

 次に、議案第２７号 令和４年度南越前町老人保健施設特別会計予算でありま

すが、予算総額は、１億７，４５０万３千円で前年度の当初予算と比較いたしまし

て、１，０２９万６千円の減、率にして、５．５７％の減であります。 

 歳出の増減の主な要因は、総務費一般管理費で９５６万３千円の減等でありま

す。 

 歳入の主なものは、居宅介護サービス費収入が２，４２２万円で、４４万７千円

の増、施設介護サービス費収入が８，９１３万円で、７５６万１千円の増。 

 一般会計繰入金が２，７７４万６千円で、１，７３１万９千円の減等でありま

す。 

 次に、議案第２８号 令和４年度南越前町介護保険特別会計予算でありますが、

保険事業勘定の予算総額は、１４億２，６４８万６千円で前年度の当初予算と比

較いたしまして、２，３００万９千円の減、率にして１．５９％の減であります。 

 歳出の増減の主な要因は、居宅介護サービス給付費で２，１００万円の減、施設

介護サービス給付費で１，１２０万円の減、介護予防サービス給付費で、６００万

円の増、特定入所者介護サービス費で、５１８万円の減、包括的・継続的ケアマネ

ジメント支援事業費で、７９１万６千円の減等であります。 

 歳入の主なものは、第１号被保険者保険料が２億８，７２４万８千円で、４５万

８千円の減。 

介護給付費国庫負担金が２億２，８４８万４千円で、４２８万１千円の減。 

 調整交付金が８，０８２万４千円で、７９３万５千円の減。 

 支払基金交付金介護給付費交付金が３億４，９７４万５千円で、６８９万４千
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円の減。 

 介護給付費県負担金が１億９，２４９万７千円で、４０２万円の減。 

 介護給付費繰入金が１億６，１９１万５千円で、３１９万４千円の減。 

 その他一般会計繰入金が５，８２９万円で、３００万１千円の増。 

介護保険金繰入金が１，０３０万９千円で、６９２万７千円の増等であります。 

 また、介護サービス事業勘定の予算総額は、１，０９７万５千円で前年度の当初

予算と比較いたしまして、５４万３千円の増で、率にして５．２１％の増でありま

す。 

 歳出の増減の主な要因は、居宅介護予防支援事業費で５４万４千円の増等であ

ります。 

 歳入の主なものは、居宅介護予防サービス計画費収入が２４５万３千円で９０

万６千円の増。 

 一般会計繰入金が８５２万２千円で３６万２千円の減であります。 

 次に、議案第２９号 令和４年度南越前町下水道特別会計予算でありますが、

予算総額は、２億２９１万６千円で前年度の当初予算と比較いたしまして、２，１

３３万７千円の増、率にして１１．７５％の増であります。 

 歳出の増減の主な要因は、下水道管理費で１，９９６万８千円の増、下水道建設

費で６１１万６千円の増。 

 公債費で４７４万７千円の減であります。 

 歳入の主なものは、下水道使用料が８，９９２万４千円で２１０万３千円の増。 

 下水道費国庫補助金が３００万円で、１９５万５千円の増。 

 一般会計繰入金が９，１０８万８千円で、７２万円の減。 

下水道事業債が１，８００万円で、同額であります。 

次に、議案第３０号 令和４年度南越前町水道事業会計予算でありますが、収

益的収支の予算総額は、３億５，７２１万９千円で前年度の当初予算と比較いた

しまして、４２４万円の減で、率にして１．１７％の減であります。 

 支出の増減の主な要因は、原水及び浄水費で３２８万１千円の減、配水及び給

水費で７９５万８千円の増、減価償却費で９３４万６千円の減、支払利息及び企

業債取扱諸費で２４６万２千円の減等であります。 

 収入の主なものは、給水収益が２億１，３０７万７千円で、１８５万５千円の

増、一般会計補助金が６，９２８万８千円で、２８１万円の減、長期前受戻入益が

６，９９３万円で、４３３万円の減等であります。 

資本的支出は、建設改良費が１億４，０４８万５千円で、９，１４１万３千円の

増、企業債償還金が、７，７１９万２千円で、１，０８４万３千円の減であります。 

 資本的収入は、国庫補助金が２，６６７万３千円で、同額の増、一般会計繰入金
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が６，０１１万２千円で、１，１０４万円の増、企業債が５，３７０万円の増であ

ります。 

 以上、令和４年度当初予算に関する１２議案の概要についてご説明申し上げま

した。 

続きまして、議案第３１号 南越前町公共施設適正管理基金条例の制定につい

て、ご説明申し上げます。 

 これは、町が保有します公共施設を適正に維持管理するための基金を設置した

いので、今回提案いたすものであります。 

 次に、議案第３２号 行政手続における押印見直しに伴う関係条例の整理に関

する条例の制定について、ご説明を申し上げます。 

 これは、行政手続の簡素化を図るため、関係する条例を整理したいので、今回提

案いたすものであります。 

 次に、議案第３３号 南越前町職員の育児休業等に関する条例の一部改正につ

いて、ご説明を申し上げます。 

 これは、妊娠・出産・育児等と仕事の両立支援のため、非常勤職員の育児休業等

の取得要件を緩和等したいので、今回提案いたすものであります。 

 次に、議案第３４号 南越前町地区集会所の設置及び管理に関する条例の一部

改正について、ご説明申し上げます。 

 これは、南今庄生活改善センターの新たな設置に伴い、南越前町地区集会所の

設置及び管理に関する条例の一部を改正する必要がありますので、今回提案いた

すものであります。 

次に、議案第３５号 南越前町テニス場の設置及び管理に関する条例の一部改

正について、ご説明申し上げます。 

これは、今庄テニスコートの用途を廃止したいので、今回提案いたすものであ

ります。 

次に、議案第３６号 南越前町子ども医療費の助成に関する条例及び南越前町

暴力団排除条例の一部改正について、ご説明を申し上げます。 

これは、民法の一部を改正する法律の施行によりまして、成年年齢が１８歳に

引き下げられることに伴い、これに関係する条例の一部を改正する必要がありま

すので、今回提案いたすものであります。 

 次に、議案第３７号 南越前町個人情報保護条例の一部改正について、ご説明

申し上げます。 

 これは、行政機関の保有する個人情報の保護に関する法律および独立行政法人

等の保有する個人情報の保護に関する法律が廃止されまして、個人情報の保護に

関する法律に一本化されることに伴い、南越前町個人情報保護条例の一部を改正
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する必要がありますので、今回提案いたすものであります。 

 次に、議案第３８号 南越前町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する

条例の一部改正について、ご説明申し上げます。 

 これは、会計年度任用職員につきまして、保育等に従事する者の処遇改善及び

職員の再任用制度における看護師の給与格差是正並びに新たな職の追加を行いた

いので、今回提案いたすものであります。 

次に、議案第３９号 南越前町営駐車場等の設置及び管理に関する条例の一部

改正について、ご説明申し上げます。 

 これは、甲楽城地区南駐車場の新たな設置に伴いまして、南越前町営駐車場等

の設置及び管理に関する条例の一部を改正する必要がありますので、今回提案い

たすものであります。 

次に、議案第４０号 南越前町ふれあい会館今庄サイクリングターミナルの設

置及び管理に関する条例の一部改正について、ご説明申し上げます。 

 これは、ふれあい会館今庄サイクリングターミナルにつきまして、旧北陸線ト

ンネル群等の日本遺産認定及び今庄宿の重要伝統的建造物群保存地区選定を契機

にいたしまして、地域資源を生かした観光宿泊施設として今後活用していくこと

とし、併せて、施設名を「ふれあい会館今庄サイクリングターミナル」から「今庄

の宿かねおり」に変更したいので、今回提案いたすものであります。 

 次に、議案第４１号 南越前町国民健康保険税条例の一部改正について、ご説

明を申し上げます。 

 これは、全世代対応型の社会保障制度を構築するための健康保険法等の一部を

改正する法律の施行に伴う関係政令の整備等に関する政令の施行に伴い、南越前

町国民健康保険税条例の一部を改正する必要があるので、今回提案いたすもので

あります。 

次に、議案第４２号 南越前町子育て支援金支給条例の一部改正について、ご

説明を申し上げます。 

これは、児童が中学校を修了する日までに南越前町に転入してきた世帯を、子

育て支援金の支給対象者に加えたいので、今回提案いたすものであります。 

次に、議案第４３号 南越前町附属機関設置条例及び南越前町特別職の職員で

非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部改正について、ご説明申し

上げます。 

これは、健康増進法、食育基本法及び自殺対策基本法に基づく健康増進計画・食

育推進計画・自殺対策行動計画策定のための委員会並びに地方教育行政の組織及

び運営に関する法律に基づく学校運営協議会を設置をいたしまして、委員への報

酬の額を定めたいので、今回提案いたすものであります。 
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次に、議案第４４号 南越前町道の駅南えちぜん山海里施設維持基金条例の制

定について、ご説明申し上げます。 

これは、道の駅南えちぜん山海里の施設を適正に維持管理するための基金を設

置したいので、今回提案いたすものであります。 

 次に、議案第４５号 南越前町南条文化会館の設置及び管理に関する条例の一

部改正について、ご説明申し上げます。 

これは、南条文化会館について、町民に一層の親しみを持っていただき、更なる

利用促進を図るため、施設名を「南条文化会館」から「南越前文化会館」に変更し

たいので、今回提案いたすものであります。 

 次に、議案第４６号 南越前町民体育館の設置及び管理に関する条例の一部改

正について、ご説明申し上げます。 

これは、今庄中学校の閉校に伴い、今庄中学校体育館の用途を町民体育館に変

更したいので、今回提案いたすものであります。 

次に、議案第４７号 南越前町教職員住宅の設置及び管理に関する条例の廃止

について、ご説明申し上げます。 

これは、宇津尾教職員住宅の用途を廃止したいので、今回提案いたすものであ

ります。 

次に、議案第４８号 公の施設の指定管理者の指定について、ご説明申し上げ

ます。 

これは、地方自治法第２４４条の２第６項の規定によりまして、指定管理者の

指定をするときは議会の議決を要しますので、今回提案いたすものであります。 

次に、議案第４９号 公の施設の指定管理者の指定管理期間の変更について、

ご説明申し上げます。 

これは、一般財団法人南越前町公共施設管理公社を指定管理者として管理を行

わせている南条駅について、指定管理者の指定を取り消すことに伴い、指定管理

期間を変更したいので、地方自治法第２４４条の２第６項の規定により、今回提

案いたすものであります。 

 次に、議案第５０号 町道路線の認定について、ご説明申し上げます。 

これは、道路法第８条第２項の規定により、今回提案いたすものであります。 

 認定する路線は東大道団地線で、起点及び終点とも南越前町東大道２５字宮ノ

前２９番地１であります。 

 以上、３月定例議会に提案いたしました４３議案の概要につきまして、ご説明

を申し上げました。  

ご審議をいただき、妥当なるご決議を賜りますよう、よろしくお願い申し上げま

す。 
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〔 町長（岩倉光弘君）降壇〕 

          

○議長（秋田重敏君）これにて提案理由の説明を終わります。次に、日程第４７ 

陳情第１号については、お手元に配布してありますので、ご覧願います。 

 

                             

閉   議 

 

○議長（秋田重敏君）以上で、本日の本会議の日程は終了いたしました。 

本日は、これにて散会いたします。 

〔散会  午前１１時１９分〕 
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会議に付した事件 

 

議案第８号 令和３年度南越前町一般会計補正予算(第９号) 

 

議案第９号 令和３年度南越前町国民健康保険特別会計補正予算(第１号) 

 

議案第10号 令和３年度南越前町国民健康保険今庄診療所特別会計補正予算 

(第４号) 

 

議案第11号  令和３年度南越前町河野診療所特別会計補正予算(第４号) 

 

議案第12号 令和３年度南越前町個別排水処理施設特別会計補正予算(第１号) 

 

議案第13号 令和３年度南越前町後期高齢者医療特別会計補正予算(第１号) 

 

議案第14号  令和３年度南越前町農業集落排水特別会計補正予算(第３号) 

 

議案第15号 令和３年度南越前町老人保健施設特別会計補正予算(第４号) 

 

議案第16号 令和３年度南越前町介護保険特別会計補正予算(第３号) 

 

議案第17号 令和３年度南越前町下水道特別会計補正予算(第３号) 

 

議案第18号 令和３年度南越前町水道事業会計補正予算(第３号) 

 

 議案第31号 南越前町公共施設適正管理基金条例の制定について 

 

議案第32号 行政手続における押印見直しに伴う関係条例の整理に関する条例 

の制定について 

 

議案第33号 南越前町職員の育児休業等に関する条例の一部改正について 

 

議案第34号 南越前町地区集会所の設置及び管理に関する条例の一部改正に 

ついて 

 

議案第35号 南越前町テニス場の設置及び管理に関する条例の一部改正に 

ついて 

 

議案第36号 南越前町子ども医療費の助成に関する条例及び南越前町暴力団 

排除条例の一部改正について 

 

議案第37号 南越前町個人情報保護条例の一部改正について 

 

議案第38号 南越前町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の 

一部改正について 
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議案第39号 南越前町営駐車場等の設置及び管理に関する条例の一部改正に 

ついて 

 

議案第40号 南越前町ふれあい会館今庄サイクリングターミナルの設置及び 

管理に関する条例の一部改正について 

 

議案第41号 南越前町国民健康保険税条例の一部改正について 

 

議案第42号 南越前町子育て支援金支給条例の一部改正について 

 

議案第43号 南越前町附属機関設置条例及び南越前町特別職の職員で非常勤の 

       ものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部改正について 

 

議案第44号 南越前町道の駅南えちぜん山海里施設維持基金条例の制定について 

 

議案第45号 南越前町南条文化会館の設置及び管理に関する条例の一部改正に 

ついて 

 

議案第46号 南越前町民体育館の設置及び管理に関する条例の一部改正について 

 

議案第47号 南越前町教職員住宅の設置及び管理に関する条例の廃止について 

 

議案第48号  公の施設の指定管理者の指定について 

  

議案第49号  公の施設の指定管理者の指定管理期間の変更について 

 

議案第50号  町道路線の認定について 

 

  陳情第１号 シルバー人材センターに対する支援を求める意見書の提出について 

 

 議案の常任委員会付託 

 

 議案第19号 令和４年度南越前町一般会計予算 

 

議案第20号 令和４年度南越前町国民健康保険特別会計予算 

 

議案第21号 令和４年度南越前町国民健康保険今庄診療所特別会計予算 

 

議案第22号 令和４年度南越前町河野診療所特別会計予算 

 

議案第23号 令和４年度南越前町個別排水処理施設特別会計予算 

 

議案第24号 令和４年度南越前町農業者労働災害共済特別会計予算 

 

議案第25号 令和４年度南越前町後期高齢者医療特別会計予算 
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議案第26号 令和４年度南越前町農業集落排水特別会計予算 

 

議案第27号 令和４年度南越前町老人保健施設特別会計予算 

 

議案第28号 令和４年度南越前町介護保険特別会計予算 

 

議案第29号 令和４年度南越前町下水道特別会計予算 

 

議案第30号 令和４年度南越前町水道事業会計予算 

  

令和４年度当初予算特別委員会の設置 

 

 議案の令和４年度当初予算特別委員会付託  
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開    議 

〔開議  午後 ２時００分〕 

 

○議長（秋田重敏君） 会議を再開いたします。本日の出席議員数は１４名です。

定足数に達しておりますので、これより本日の会議を開きます。本日の議事日程

は、お手元に配付のとおりです。 

                            

質  疑 

 

○議長（秋田重敏君）次に、日程第１ 議案第８号 令和３年度南越前町一般会計

補正予算（第９号）を議題といたします。 

これより議案第８号に対する質疑をおこないます。質疑ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ声あり） 

 

○議長（秋田重敏君）質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 

                           

討  論 ・ 採  決 

 

○議長（秋田重敏君）これより、討論を行います。討論ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ声あり） 

 

○議長（秋田重敏君）討論なしと認めます。これで、討論を終わります。 

これより、採決を行います。議案第８号 令和３年度南越前町一般会計補正予

算（第９号）は、原案のとおり決することに賛成の方は、ご起立願います。 

〔全員起立〕 

 

○議長（秋田重敏君）起立全員です。よって、議案第８号は、原案のとおり可決さ

れました。 

                            

質  疑 

 

○議長（秋田重敏君）次に、日程第２ 議案第９号 令和３年度南越前町国民健康

保険特別会計補正予算（第１号）から、日程第１１ 議案第１８号 令和３年度南



 - 33 - 

越前町水道事業会計補正予算（第３号）までの１０議案を一括して議題といたし

ます。 

これより、議案第９号から議案第１８号までの１０議案に対する質疑を行いま

す。質疑ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ声あり） 

 

○議長（秋田重敏君）質疑なしと認めます。これで、質疑を終わります。 

 

                           

討  論 ・ 採  決 

 

○議長（秋田重敏君）これより、討論を行います。討論ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ声あり） 

 

○議長（秋田重敏君）討論なしと認めます。これで、討論を終わります。 

これより、採決を行います。議案第９号から議案第１８号までの１０議案につ

いて、原案のとおり決することに賛成の方は、ご起立願います。 

〔全員起立〕 

 

○議長（秋田重敏君）起立全員です。よって、議案第９号から議案第１８号までの 

１０議案は、原案のとおり可決されました。 

                            

質  疑 

 

○議長（秋田重敏君）次に、日程第１２ 議案第３１号 南越前町公共施設適正管

理基金条例の制定についてから日程第３１ 議案第５０号 町道路線の認定につ

いてまでの２０議案を一括して議題といたします。 

これより、議案第３１号から議案第５０号までの２０議案対する質疑を行いま

す。質疑ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ声あり） 

 

○議長（秋田重敏君）質疑なしと認めます。これで、質疑を終わります。 

 

                            

議案の常任委員会付託 
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○議長（秋田重敏君）次に、日程第３３ 議案の常任委員会付託を議題といたしま

す。お諮りいたします。議案第３１号 南越前町公共施設適正管理基金条例の制

定についてから議案第５０号 町道路線の認定についてまでの２０議案及び日程

第３２ 陳情第１号 シルバー人材センターに対する支援を求める意見書の提出

についてにつきましては、配付の付託表のとおり各常任委員会にそれぞれ審査を

付託したいと思います。これに、ご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ声あり） 

 

○議長（秋田重敏君）異議なしと認めます。よって、議案第３１号から議案第５０

号までの２０議案及び陳情第１号につきましては、各常任委員会にそれぞれ付託

して審査を行うことに決定しました。 

                            

質  疑 

 

○議長（秋田重敏君）次に、日程第３４ 議案第１９号 令和４年度南越前町一般

会計予算から日程第４５ 議案第３０号 令和４年度南越前町水道事業会計予算

までの１２議案を一括して議題といたします。 

これより、質疑を行います。質疑ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ声あり） 

 

○議長（秋田重敏君）質疑なしと認めます。これで、質疑を終わります。 

 

                               

令和４年度当初予算特別委員会の設置 

 

○議長（秋田重敏君）次に、日程第４６ 令和４年度当初予算特別委員会の設置を

議題といたします。お諮りいたします。当初予算審査のため、南越前町議会委員会

条例第５条第１項の規定により、令和４年度当初予算特別委員会を設置すること

にしたいと思います。ご異議ございませんか。 

(「異議なし」と叫ぶ声あり) 

 

○議長（秋田重敏君）異議なしと認めます。よって、令和４年度当初予算特別委員

会を設置することに決定をいたしました。ただ今設置されました令和４年度当初

予算特別委員会の委員の選任については、南越前町議会委員会条例第７条第２項

の規定により、議長において、議員全員を指名したいと思います。これに、ご異議
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ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ声あり） 

 

○議長（秋田重敏君）異議なしと認めます。よって、令和４年度当初予算特別委員

会の委員は、お手元に配付の名簿のとおり、議員全員を選任することに決定いた

しました。 

                                

議案の令和４年度当初予算特別委員会付託 

 

○議長（秋田重敏君）次に、日程第４７ 議案の令和４年度当初予算特別委員会付

託を議題といたします。議案第１９号 令和４年度南越前町一般会計予算から議

案第３０号 令和４年度南越前町水道事業会計予算までの１２議案につきまして

は、お手元に配付の付託表のとおり令和４年度当初予算特別委員会に審査を付託

したいと思います。これに、ご異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ声あり） 

 

○議長（秋田重敏君）異議なしと認めます。よって、議案第１９号から議案第３０

号までの１２議案につきましては、令和４年度当初予算特別委員会に付託して、

審査を行うことに決定をいたしました。 

 暫時休憩します。 

                          

休   憩 

〔休憩 午後 ２時 ８分〕 

〔再開 午後 ２時 ８分〕 

                           

再    開 

 

○議長（秋田重敏君）会議を再開します。先ほど設置されました令和４年度当初予

算特別委員会の委員長及び副委員長は、南越前町議会委員会条例第８条第２項の

規定により、委員会において互選されましたので、報告をいたします。 

委員長に１２番 平谷 弘子君、副委員長に４番 城野 庄一君であります。 

以上のとおり報告します。 
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閉     議 

 

○議長（秋田重敏君）以上で、本日の本会議の日程は終了いたしました。 

本日は、これにて散会いたします。 

〔散会  午後 ２時１０分〕 
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開    議 

〔開議  午前１０時００分〕 

 

○議長（秋田重敏君）会議を再開いたします。ただいまの出席議員数は１４名で

す。定足数に達しておりますので、これより本日の会議を開きます。本日の議事日

程は、お手元に配付のとおりです。これより日程に入ります。 

 

                            

一  般  質  問 

 

○議長（秋田重敏君）次に、日程第１ 一般質問を行います。 

 一般質問は、一問一答方式または一括質問一括答弁方式の選択制にしておりま

す。また、質問時間は、答弁を含めて１議員４５分以内となっておりますので、理

事者、議員各位のご協力よろしくお願いをいたします。 

一般質問は、高橋宏介君、山本徹郎君、大浦和博君、城野庄一君、熊谷良彦君、

喜村喜代治君、加藤伊平君、山本 優君の８名から通告がありましたので、お手元

に配付の一般質問表のとおり、順次発言を許します。 

初めに、 

１．公共施設のあり方および河野天文学習館について 

２．南越前中学校について 

３番 大浦和博君。 

〔３番（大浦和博君）登壇〕 

 

○３番（大浦和博君）おはようございます。大浦です。議長のお許しを得ましたの

で、一般質問させていただきます。 

 我々議員の任期最後の一般質問でございますが、オミクロン株による感染拡大

抑止のため、質問する全議員が時間短縮に向けて頑張りますので、理事者の皆様

のご協力、さらにはケーブルテレビでご覧になります町民の皆様のご理解のほど、

よろしくお願いいたします。 

まず、公共施設の在り方についてお伺いいたします。 

公共施設の在り方について、町は一昨年に施設見直し計画を作成いたしました。

それに基づき、我々議員もそれらの施設を視察しているところです。町も施設全

体のさらなる見直し作業を進めていると思いますが、廃校となる今庄及び河野中

学校校舎の利活用問題について、前回の回答では、時期尚早とのことであり、まだ
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説明できるスケジュールはないとのことでありました。 

地域によって関心度は異なると思いますが、河野地区は非常に関心度が高いと

ころであります。地元の方々の中には、教室は、老人養護施設やＬＥＤを活用して

の野菜栽培、魚の養殖場等への再利用、また、体育館は、漁業の作業場としての声

も聞き及んでおります。 

校舎の再利用は県内においても幾つか先進事例もあり、どのような施設にする

かなど、コンサルを交えた協議、また実行委員会の設置など、本町もそれらを参考

にして利活用スケジュールを作成すると思われますが、現時点での校舎利活用ス

ケジュールをお伺いいたします。 

 

○議長（秋田重敏君）岩倉町長。 

〔町長（岩倉光弘君）登壇〕 

 

○町長（岩倉光弘君）ただいまの大浦議員の公共施設の見直しについてお答えを

いたします。 

南越前中学校の開校に伴う今庄中学校、河野中学校の校舎の利活用につきまし

ては、３つの中学校の統合が決定して以降、速やかに校舎、そしてまた屋内体育館

の利活用に係る調査研究に取り組めるように準備を進めてまいりました。 

なお、今庄中学校の屋内体育館は、町民体育館として今後も地域の皆様にご活

用をいただきたいと思っております。そのほかの校舎などの利活用につきまして

は、長い歴史の中で培われたそれぞれの中学校に対する地域の皆様の思いに十分

配慮をさせていただきたいと思っております。 

具体的な検討方法につきましては、令和４年度から施設の規模、そしてまた構

造などから利用が可能な年数などを分析いたしまして、施設の改修、そしてまた

管理に必要な経費を的確に算出するなど、様々な視点から調査研究を進めていき

ます。 

その過程において、地域の皆様方のご意見を拝聴する機会を設けていきたいと

考えております。 

以上です。 

 

○議長（秋田重敏君）大浦和博君。 

 

○３番（大浦和博君）町もいろいろと考えてくれていることが分かり、安心したと

ころです。私が先ほど地区住民の意見も申しましたが、町が実施するものではな

く、事業者がいなければ実現できませんが、今後、地区住民と寄り添って意見を十
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分取り入れながら進めていただきたいと思います。 

次に、河野天文学習館についてお伺いいたします。 

これも一昨年お聞きしましたところ、当該施設は、平成３年７月に完成し今日

に至るまで約３０年以上が経過している施設であり、利用実績者数は、平成２１

年度が最も多い２７１人で、平成２９年からは１２０人から１４０人とのことで

あります。それが多いのか少ないのかは分かりませんが、施設見直し計画では令

和４年度以降に解体する計画であるとの回答を得たところです。 

天体望遠鏡で星を見るのは、空気が乾燥している秋から冬が一番よく見えると

のことで、今年度、町も数多く実施しております。私も、昨年９月、１０月にあり

ました木星・土星を見る会に参加いたしました。そのときは親子連れ２０人くら

いの参加者でありましたが、参加者は皆さん感動しておりました。私も初めて土

星の輪っかを見て、感動したところです。 

また、以前の答弁では、当該施設は北東に山が隣接していることや、漁火により

観測に支障を来すとの答弁がありましたが、確かに漁火は夏場は多くありますが、

秋になりますと少なくなり、支障がないように感じたところであります。 

さらに、機器更新費用は１億円程度との答弁がありました。天文学習会は無料

であるため費用対効果の位置づけでは難しいことであり、参加料を取らないイベ

ント施設を費用対効果の対象にすること自体、無理なことであります。確かにプ

ラネタリウムは年数がたち、古く感じました。また、望遠鏡は操作時間が長くかか

ると感じたところです。 

今回の質問は、令和４年度以降の解体する理由であります。利用者が少ないた

めなのか、利用者が多くなっても解体するのか。機器更新費用が１億円程度と高

額であるためなのか。そのためであるならば、プラネタリウム、望遠鏡それぞれの

更新費用は分かると思いますので、プラネタリウムの更新はせず、望遠鏡だけ維

持費の更新をして継続できないのか。令和４年度以降解体予定でありますが、来

年度は天体学習会を開催する計画があるのかないのか。 

以上、幾つかお伺いいたします。 

 

○議長（秋田重敏君）上田教育長。 

 

○教育長（上田康彦君）当該施設につきましては、平成３年７月の開館以来３０年

以上が経過し、施設をはじめプラネタリウムの老朽化により、雨漏りや一部機器

に支障が来しており、特に機器更新には概算で約１億円程度の費用を要すると想

定しております。 

しかしながら、望遠鏡は、操作に少々時間はかかるものの、しっかりと天体が観
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測できる状態であり、観望会を開催いたしますと約２０名程度の親子連れが参加

され、参加された方からは毎回感動と喜びの声を伺っております。令和３年度も、

コロナ禍の中ではありますが、観望会を８回実施し、合計１２９名の参加をいた

だきました。 

教育委員会事務局といたしましては、参加者の多少にとらわれず、可能な範囲

での機器メンテナンスを施しながら、令和４年度以降も引き続き、望遠鏡での観

望学習会が実施できるよう努めてまいりたいと考えております。 

以上です。 

 

○議長（秋田重敏君）大浦和博君。 

 

○３番（大浦和博君）今、宇宙への関心が高く、民間人でも宇宙に行く時代になり

つつある中、子供たちに宇宙という壮大な夢を育むためにも、望遠鏡での観望会

ができる限り長く実施できるようお願いいたします。 

続きまして、南越前中学校についてお伺いします。 

いよいよ４月から南越前中学校が開校いたします。いろいろな諸問題があった

中、保護者の皆様をはじめ町民の皆様のご理解、ご賛同により、統合に至ったもの

です。新たな校章、校歌等も決まりました。そして制服や体操服、通学かばん等も

新たになりました。統合説明会資料に、制服、体操服、通学かばん、ズック、それ

ぞれお下がりを使用してもよいとあります。そしてこれはご父兄の負担軽減を考

えての対応だと思います。 

しかしながら、このような対応では、いつになったら全児童が統一するのか分

かりません。ご父兄も、自分の子供だけならかわいそうと思う反面、周りの子供も

お下がりなら我慢してもらおうということになりかねません。統一することによ

って、南越前中学生としての仲間意識や連帯感が芽生えるのではないのかと私は

思います。 

一式揃えるお金は幾らか分かりませんが、町が支援することはできないのか、

お伺いいたします。 

 

○議長（秋田重敏君）上田教育長。 

 

○教育長（上田康彦君）南越前中学校の制服、通学かばん、体操服、ズック等につ

きましては、以前実施しましたアンケートではお下がり使用の希望も多く、保護

者の経済的負担を軽減するために当面の間はお下がり、つまり現在の３中学校の

制服等の使用を可としております。特に現在の中学１、２年生は、使用可能な状態
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なのに買い換えるというのは合理的でありませんし、中学校の校長からも統一さ

れていなくても生徒指導上大きな問題はないとの回答を得ております。 

なお、今回選定した南越前中学校の制服等につきましては、新規に購入する場

合からということにし、徐々に統一していければと考えております。 

今回選定した南越前中学校の制服一式をそろえるには、男子では７万４,０００

円、女子で８万３,０００円以上を要します。これに対して町が支援することはで

きないかというお尋ねですが、令和４年度だけ補助を行うということになれば、

令和５年度以降入学される生徒の保護者の皆様にとっては不公平感を持たざるを

得ないでしょうし、令和５年度以降も補助を行うということになれば、いつまで

続けるかということにもなりますので、現時点で町として補助を行う予定はあり

ません。 

以上です。 

 

○議長（秋田重敏君）大浦和博君。 

 

○３番（大浦和博君）私は、令和４年度だけでなく、今後、南越前中学校に入学す

る全ての児童に支援できないのか、そして今回、例外として新２年生、３年生はよ

り多くの支援ができればと思う次第です。今、予算化している中、もう遅いのでは

なく、領収書があれば事後決済もできると思いますので、ご検討を願えたらと思

う次第です。 

お下がりを使う、つまりもったいない精神は日本人最大のすばらしい精神です。

この精神は未来永劫、子々孫々と引き継いでもらいたいと思いますし、近年のＳ

ＤＧｓの関連の一環として、要らなくなった制服をＰＴＡが譲り受け、欲しい方

に配布する取組を行っている地区があることも承知しております。 

ただ、このお下がり問題は、統合した時期にしか起きない問題です。確かにもっ

たいないと思いますが、修学旅行や卒業写真で連帯感が損なわれるのではないか

と危惧するところです。１人だけ制服等が異なれば、いじめの対象にもなりかね

ないと思われますので、ご指導、ご配慮のほどよろしくお願いいたします。 

部活動について伺います。 

それぞれ旧中学校での部活動を継続するとのことでありますが、必然的に部活

動のユニホームも変更する必要があります。試合時のユニホームは当然学校が用

意すると思いますが、選手のサイズはまちまちであります。そして、サイズが合わ

ないユニホームでの試合は、技術が十分発揮できないと思います。 

ユニホームを統一する競技は、野球、サッカー、バレーボール、卓球と思われま

すが、剣道は特殊であり、胴着、袴、防具、竹刀が常識であると思われます。もち



 - 43 - 

ろんユニホームの数は競技によって異なると思いますが、町のお考えを伺います。 

また、南条中学校になかった剣道の活動場所は町民武道館とのことで、少し距

離があります。当然、練習のため、徒歩、駆け足での移動と思いますが、練習着に

着替えての移動は、積雪時は大変ではないかと思いますが、冬期間も同じ手段か

伺います。 

 

○議長（秋田重敏君）坂井教育委員会事務局長。 

 

○教育委員会事務局長（坂井浩伸君）部活動のユニホームにつきましては、それぞ

れの部活動の顧問同士で相談の上選定し、各サイズ取りそろえ、今年度中に購入

いたします。また、剣道の防具類、胴着等につきましても、新年度予算で購入、整

備する予定です。 

なお、袴については、練習着を兼ねており、これまでの学校でも個人持ちとなっ

ておりましたので、購入の予定はありません。 

また、剣道部の活動場所である町民武道館までは、校庭脇の歩道を通り、３５０

メートルほど移動することになります。距離としてさほど遠くありませんので、

冬期間も同様にと考えております。安全指導を徹底するとともに、積雪時におけ

る歩道の除雪につきましては、建設整備課に依頼してまいりたいと存じます。 

なお、着替えは町民武道館の更衣室で行い、用具も武道館内の一室に保管する

予定ですので、練習着で町民武道館と学校とを往復するということはないものと

考えております。 

以上でございます。 

 

○議長（秋田重敏君）大浦和博君。 

 

○３番（大浦和博君）はい、分かりました。 

ただ、町民武道館、用具等置場ですね、更衣室、他の町民の皆さんが中学生に用

具置場なんかを占領されたという苦情がないように、ご配慮のほどお願いいたし

ます。 

続きまして、通学方法についてお伺いいたします。 

２年後の北陸新幹線開業に伴い、現在のＪＲを新たな鉄道会社が引き継いで運

営いたしますが、赤字経営計画での運営です。 

統合説明会資料での通学は、南条地区はこれまでどおり、湯尾地区、今庄地区、

河野地区は通年スクールバスでの通学とのことです。 

本町は４駅があり、それぞれ存続を求めております。北陸新幹線開業は２年後
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ですが、今後、利用客が少ない駅の在り方も検討されるのではないかと思われる

中、少しでも乗客数向上を目指すためには子供たちの利用が有効と考えますが、

どのように考えているのか。 

また、電車通学の場合の始業時、帰省時の電車や、部活練習終了時の電車が問題

となりますが、時間帯は可能なのか。電車通学のみならず、部活動に加入している

児童の帰省バスについてもお伺いいたします。 

 

○議長（秋田重敏君）坂井教育委員会事務局長。 

 

○教育委員会事務局長（坂井浩伸君）令和２年１０月、保護者対象に通学方法に関

するアンケートを行いましたが、今庄地域の保護者の方の７９.９％が「通年スク

ールバスでの通学が良い」と回答され、１３.４％の方が「電車を利用しての通学

が良い」と回答しておられます。その結果を参考に、令和４年度については、今庄

地域、河野地区の生徒は全員、年間を通してスクールバス通学といたしました。 

なお、登下校の時間帯と電車の運行時刻につきましては、新幹線開業後も現在

の運行時刻が維持されるとすれば、朝は７時台に南条駅に到着する電車が２本あ

り、部活動が終了し完全下校となる１８時台にも２本、南条駅を発車しておりま

すし、時程変更で早くに下校する場合でも１時間に１本は南条駅を発車する電車

がありますので、問題はないと考えられます。 

また、スクールバスにつきましては、部活動が終了し完全下校となる時刻、夏期

は１８時、冬期は１７時３０分に中学校を出発することになっております。 

なお、令和５年度以降の電車通学の可否につきましては、今後、学校やＰＴＡと

も協議をしながら総合的に検討を行ってまいりたいと存じます。 

以上でございます。 

 

○議長（秋田重敏君）大浦和博君。 

 

○３番（大浦和博君）通学方法は児童の安全が一番であり、保護者の理解や電車通

学地区の選定等、難しい問題があります。 

ただ、電車利用者の拡充にも対応する必要がありますので、今後の協議、検討を

よろしくお願いいたしまして、私の一般質問を終わります。 

 

○議長（秋田重敏君）これにて大浦和博君の質問を終わります。 

次に、 

１．危険空家対策について 
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５番 熊谷良彦君。 

〔５番（熊谷良彦君）登壇〕 

 

○５番（熊谷良彦君）議長のお許しをいただきましたので、今３月定例会では、特

定空家、通称「危険空き家」に限定して質問をいたします。 

ここしばらく町内を歩いて感じますのは、各地区で空き家が増えていることで

す。空き家のほとんどの所有者は、遠方に住んでおられる方が多く、ふだんでもな

かなか管理が難しい状況にあります。特にこの２年以上にも及ぶコロナ禍におい

ては、お盆や正月でさえも地元に帰ることが憚られる状況が続いております。 

このような状況の中、屋根の一部が崩落してお隣に迷惑がかかりそうな「危険

空き家」と言われる物件が一層増えてきております。その理由として、一人で住ん

でおられた方が施設へ入居して管理する人がいない事例や、相続したものの所有

者が遠方に居住しているため管理が困難などの理由が挙げられます。また、所有

者が家の状態を正確に把握していない事例が多いと思われます。 

当町では平成３０年３月、南越前町空家等対策計画を施行し、対策を講じてこ

られました。例えば、解体が決まった物件に対する解体費用の一部助成などです。

それは所有者にとっては大変ありがたい制度だと思います。 

ただ、地域住民にとっては、そこに至るまでの所有者に対するアプローチの仕

方や手続が大変難しいものとなっています。所有者の確定、遠方への連絡、そして

説得など、専門家でもなかなか厄介な作業が待っております。 

地域住民にとっては、日常の生活に影響してくる問題です。老朽化による倒壊

の危険性や野生動物のすみかとなる危険性もあり、地域住民としては大変迷惑な

存在です。 

先ほども申しましたように、危険空き家の場合、ほとんどの所有者が遠方にお

り、地域住民にとっては、所有者の確定や連絡を取ることさえ難しい場合があり

ます。 

そこで、遠方の所有者が実際に手続しやすいようサポートしてくれる制度や、

相続手続なども相談に乗ってくれる窓口が必要ではないかと考えます。これにつ

いては行政だけではなく、民間の力も借りて総合的にアドバイスしていく必要が

あると考えます。 

そこで提案ですが、町内の行政書士の方など、相続やその手続きに明るい方の

協力を得て危険空き家に取り組むＮＰＯ法人などを立ち上げるのも方策だと思い

ます。 

以上、私の思いを述べましたが、「特定空家」、通称「危険空き家」についての今

後の取組について、町のお考えをお伺いいたします。 
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○議長（秋田重敏君）岩倉町長。 

〔町長（岩倉光弘君）登壇〕 

 

○町長（岩倉光弘君）ただいまの熊谷議員の危険空き家対策についてお答えをい

たします。 

平成３０年に策定をいたしました南越前町空家等対策計画の更新を、先月２５

日に、専門的な知識、高い識見をお持ちの委員で構成をいたします南越前町空家

等対策推進協議会でご承認をいただきました。今後も、著しく危険な状態となる

おそれのある空き家については、特定空家に認定をいたしまして、積極的に助言

や指導をさせていただきたいと思っております。また、引き続き、所有者が特定空

家を解体する場合には解体費用の一部を助成し、特定空家の除去を促してまいり

たいと思います。 

一方で、空き家を解体、撤去し更地にしますと、固定資産税の住宅用地特例が適

用されずに税負担が大きくなるということが、空き家を放置する要因の一つだと

言われております。そこで町としては、県外市町の先進事例を調査いたしまして、

解体・撤去後の固定資産税の減免について検討し、実施に向けて取り組んでいき

たいと考えております。 

また、近年、過去に町が分譲した四、五十年経過する住宅団地の中にも空き家が

大変多く発生してきております。そのことから、住宅用地を更地状態にすること

を町の取得の条件といたしまして、空き家の解体、撤去を促す、そういう支援制度

の設計にも取り組んでいきたいと考えております。 

サポート体制については、担当課長のほうからお答えをいたします。 

 

○議長（秋田重敏君）関根総務課長。 

 

○総務課長（関根將人君）空き家を取り巻く複雑な環境、また諸条件を解決するに

は、専門的な知識、また特別な資格を必要とすることも事例としてございます。 

また、役場の中でも、空き家の状態、またご相談の内容によりまして担当課が異

なる場合もあり、住民の皆様方にはご不便をおかけしているところでございます。 

このような状況を改善させていただくために、空き家問題に関するご相談窓口

を一つの窓口で承り、ご相談いただいた内容を役場内で横断的に分析し、納税、譲

渡、解体などそれぞれの課題について担当課で解決策を検討いたしまして、さら

に高度な知識が必要な場合は、外部の有識者に委ねましてご提案いただくなど、

住民の皆様方からのご相談に対しご助言できるサポート体制を構築してまいりた

いと考えてございます。 
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以上でございます。 

 

○議長（秋田重敏君）熊谷良彦君。 

 

○５番（熊谷良彦君）ただいま回答をいただきましたように、相談窓口を一つにし

ていただくことは、住民にとって大変ありがたいことだと思います。 

案件により、それぞれ問題点が違うケースが想定できます。広報などでも再度

お知らせいただいて、住民がワンストップで相談しやすくしていただけることを

お願いいたしまして、私の質問を終わります。 

 

○議長（秋田重敏君）これにて熊谷良彦君の質問を終わります。 

次に、 

１．アフターコロナ社会でのイベント開催について 

２．道の駅「南えちぜん山海里」の現状について 

１番 高橋宏介君。 

〔１番（高橋宏介君）登壇〕 

 

○１番（高橋宏介君）一般質問をさせていただきます。 

アフターコロナ社会でのイベントの開催について伺います。 

現在まで２年間余り、新型コロナウイルス感染症の影響により、当たり前のよ

うに開催されていた町のイベントが中止せざるを得ない状況が続いてきました。 

今流行している新型コロナウイルスのオミクロン株は、国、県の対応を見てい

ても規制が緩く感じます。デルタ株のときには非常事態宣言を出していた感染者

数を上回っていても、まん延防止等重点措置にとどめておりますし、経口薬が承

認されれば第２類からインフルエンザウイルス同等の第５類へとするなどの報道

もあります。 

今年こそは通常どおりにイベントが開催できるのではないかと期待をしており

ますが、開催するに当たり様々な不安がございます。中止してきたこの２年間の

ブランクは大変大きなものがあります。そしてこの新型コロナウイルスは、世の

中の人の流れや考え方をがらっと変えてしまいました。これからは、コロナウイ

ルスの影響により変化してしまった社会に順応したイベントの開催が求められま

す。今まで何回も続けてきた実績のあるイベントであっても、初めて行ったかの

ようなイベントである覚悟が必要であります。 

町が行うイベントで私が一番心配していますのは、今庄そばまつりです。コロ

ナ前でもそば店の出店者を集めたり、そばの食数を増やすお願いをするなど、役
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場職員が苦労していたことは知っております。２年連続で中止になり地元集落の

そば店の出店意欲に影響が出てしまっている現在、コロナ前同様の地元集落の協

力が得られるのか心配です。去年、町は出店者に対してそばまつりの意向調査を

行うなど、町は開催することに危機感を持っていると感じますが、あの規模を維

持することは大変なことであります。必ず苦戦するであろうと思います。コロナ

前のたくさんの人が訪れていただいた今庄そばまつりを開催するには、相当の覚

悟で臨んでいただかなければなりません。 

南越前町商工会が行う南越前町産業物産フェアですが、このアフターコロナ社

会に対応し、また、何度も開催してきたことによりマンネリ化してきたことを解

消すべく、名称の変更や利便性のよい会場へと変更、町の商工業者としてこれか

らどのように町を支えていくのかというコンセプトの見直しや、町民の方々によ

り楽しんでもらえるような企画を追加するなど、新しく開催されたかのようなイ

ベントを目指して努力しております。 

しかしながら、この計画を実行するには、道の駅「南えちぜん山海里」の駐車場

やその周辺の使用許可が何よりも不可欠です。町の協力がなければ実行不可能で

あります。 

去年、南条地区の有志の方たちが南条夏祭りを開催いたしました。当初予定し

ていた開催日は非常事態宣言が出されたため延期、延期した日もまた非常事態宣

言が出され、また延期。それでも諦めず、規模を縮小して開催いたしました。町や

商工会であれば開催を諦めたのであろうと思います。若い子の力はすごいなと感

心いたしました。コロナ社会でなくなった折には、町もいろいろな形で支援、協力

していただきたく思います。 

これらのことについて、コロナ前の活気ある町を取り戻すべく、アフターコロ

ナ社会でのイベントについて、町の考え方を伺います。 

 

○議長（秋田重敏君）岩倉町長。 

〔町長（岩倉光弘君）登壇〕 

 

○町長（岩倉光弘君）ただいまの高橋議員のアフターコロナ社会でのイベントの

開催についてお答えをいたします。 

新型コロナウイルス感染症につきましては、本年に入ってからは、感染力の強

いオミクロン株が猛威を振るいまして、これまでにない勢いで感染者は急増いた

しております。３回目接種の積極的な取組から、全国的にはピークアウトの兆し

が見られるものの、福井県では高止まりの状態でありますし、昨日も５５０人を

超えております。 
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こうした状況の中で、各種イベントにつきましては、令和４年度は、地域活力の

活性化を図るためにも、住民の皆様の安全・安心に最大の注力を払いながら実施

していく方向で考えております。 

高橋議員ご指摘のとおり、コロナ禍となって、人々の思考であったり価値観は

大きく様変わりしていると思います。イベントの実施に当たっては、感染対策の

徹底は当然のことであります。地域住民や関係者としっかり協議を行い、ご理解、

ご協力をいただきながら、前例にとらわれることなく、ウイズコロナ、アフターコ

ロナを見据えた体制で臨んでいきたいと考えております。 

また、町以外が行うイベントで昨年企画されました南条夏祭り、スカイランタ

ンプロジェクト、商工会の産業物産フェアなど、地域の有志の方々や各種団体が

地域を盛り上げるために取り組まれるイベントにつきましては、町としても積極

的に支援をしていきたいと考えております。 

なお、今庄そばまつりの具体的な計画状況につきましては、担当課長のほうか

らお答えをいたします。 

 

○議長（秋田重敏君）初一観光まちづくり課長。 

 

○観光まちづくり課長（初一 剛君）令和４年度の第３５回今庄そばまつりにつ

きましては、昨年１２月１６日に、今庄地域の区長会や観光・商工関係団体の皆様

で構成される実行委員会を開催し、実施方法や内容について検討を行いました。 

結果としまして、実施時期につきましては、例年行われている５月の第４日曜

日である２２日、会場は、昨年国の重要伝統的建造物群保存地区に選定された今

庄宿及び今庄駅周辺で行うということで決定いたしました。 

実施に当たりましては、会場入り口での検温、消毒、それから場内でのマスク着

用は当然のことながら、例えば国が示すようなワクチン・検査パッケージのよう

な制度も取り入れるなど、感染対策を徹底していきたいと考えております。また、

現在のような感染状況であれば、延期することも当然想定しながら準備していき

ます。 

なお、提供するそばにつきましては、幾つかの集落で、高齢化などによる打ち手

不足から出店が難しいというお声をいただいているところですが、極力多くのお

客様に今庄そば、それから今庄宿をお楽しみいただけるように、引き続き食数の

確保に努めてまいります。 

また、国道の渋滞緩和策としましては、ＪＲ利用を呼びかけていきたいと考え

ております。 

今後、実施に向けましては、感染動向を慎重に見極め、また地域の皆様のご理解
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をいただきながら準備を進めていきたいと考えております。 

以上です。 

 

○議長（秋田重敏君）高橋宏介君。 

 

○１番（高橋宏介君）このアフターコロナ社会の打破は、町が幾ら危機感を持って

も持ち過ぎるということはありませんし、各種団体や町民の方々の協力が何より

も重要になります。町はこれからその協力を得るために、より一層の支援や、ある

意味、支援より気配りを持って対応していただきたく思います。 

また、今庄そばまつりをはじめ、町が行うイベントの参加者への支援、そして町

以外が行う商工会の産業フェアや商工会青年部のスカイランタン、また、去年、町

の有志の方たちで行われたイマジョートレイル２０２１や南条夏祭りへの町の支

援も今までより拡充していただきまして、コロナ前の南越前町を取り戻すどころ

か、さらに町を発展させていくとの意気込みで取り組んでいただきたく思います。 

次に、道の駅「南えちぜん山海里」の現状について伺います。 

道の駅「南えちぜん山海里」ですが、オープン当初のご祝儀期間が終わり、売上

げが落ちてきております。この道の駅は南条サービスエリアに隣接し、集客力に

は申し分ありませんが、現在、ただ人が来るだけとなりつつあります。サービスエ

リアを利用した人がたまたま立ち寄っただけでは、どれだけたくさんの人が来ら

れても南越前町の魅力を伝えることはできませんし、山海里ブースの売上げも上

がりません。ただごみを捨てに来て、トイレを使いに来る人が増えるだけであり

ます。 

現在の山海里ブースの状況としては、売れ残りが多くなってきました。引き揚

げて廃棄になるので、持ってくる量が減ります。並ぶ商品が減り、ブースの魅力が

低下してしまいます。また、持ってくる量が減っていきます。この状況が始まって

きております。 

高速道路を利用する人は目的地がほかにあって、移動の途中であります。来場

者が多いと安心していると痛い目に遭います。目的を持たずに来る来場客は、全

体の客質を低下させてしまいます。道の駅「南えちぜん山海里」に行きたい、ここ

へ寄ってから本来の目的地へ向かう、そういうふうな明確な目的を設定していた

だいて来場していただいてからこそ来場客の質を上げることもできます。 

これらのことを解消すべく、指定管理者の三谷商事がイベントなどを計画して

いるそうですが、山海里側が詳しく知らないなど、連携が取れておりません。町

は、このような道の駅の現状を指定管理者に全て任せたと見ていただいては困り

ます。また、道の駅「南えちぜん山海里」の所管が建設整備課ということにも問題
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があると思います。所見を伺います。 

 

○議長（秋田重敏君）岩倉町長。 

〔町長（岩倉光弘君）登壇〕 

 

○町長（岩倉光弘君）ただいまの高橋議員の道の駅「南えちぜん山海里」の現状に

ついてお答えをいたします。 

現在、全国で１，１９４の道の駅が登録されております。このような状況の中で

道の駅「南えちぜん山海里」がいつまでも地域の拠点としてあり続けるためには、

この道の駅が「何度でも行きたい」、また「行きたい」と、そう思えることが重要

であると考えております。 

指定管理者である株式会社レストラン南条では、開業後、来場者アンケートな

どを実施いたしまして、お客様の声を聞きながら常に商品やメニューの見直しを

行っております。また、町と指定管理者、山海里運営協議会、観光連盟、この４者

によりまして意見交換会なども実施をいたしております。今後は、さらに運営者

間の定期的な運営連絡会を実施予定であります。この運営者の中で連携を深める

ことは非常に大事だと思います。町としても、官民一体となって施設の魅力向上

に努力をしていきたいと思います。 

また、この所管課でありますけれども、「南えちぜん山海里」は国交省のモデル

事業の採択をいただいて始まっておりますので、今現在、国交省とか中日本高速

との交渉というのが非常に多い状況になっておりまして、今現在は建設整備課が

所管して、観光まちづくり課と連携をして取り組んでおりますが、県内のほとん

どをちょっと調べてみますと、やっぱり道の駅は観光部局が担当しているのが多

い現状であります。 

そこで、当町におきましても、中日本高速、国交省との事業調整等の状況を見な

がら、今後、所管課の在り方、時期を検討していきたいと思っております。 

 

○議長（秋田重敏君）高橋宏介君。 

 

○１番（高橋宏介君）道の駅「南えちぜん山海里」は、南条サービスエリアに隣接

するという全国に類を見ない好条件であり、年間を通して多くの来場客が見込め

る将来性の高い駅であります。ですが、その来場客の大半がサービスエリアから

であるため、ほかの道の駅とは違う独特の問題もあります。 

そしてこの問題は、来場客が多いことに惑わされ軽視してしまうと、今後の道

の駅の運営に致命的な打撃を与えてしまいます。石川県の徳光サービスエリアの
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ように、３年で失敗してしまうという可能性もございます。町が道の駅「南えちぜ

ん山海里」を実現するため、国交省や中日本高速道路株式会社と何度も協議を重

ね、苦難の道のりを乗り越え、たゆまない努力をしてきたことは、十分知っており

ます。ですが、できて成功ではございません。その努力を、開業した後の運営にも

尽くしていただきたく思います。 

町の予算を投入して建設した道の駅である以上、町の発展に寄与する道の駅で

なければなりません。このことは、町の最重要課題として取り組んでいただく責

任がございます。一部の出品者が売上げを上げるような、そして指定管理者にた

だ任せて、ただ維持だけできていればいいような道の駅では成功しているとは言

えませんし、この町には必要ありません。 

現在、町内の出品者や町民の方から様々な相談や問題を聞いておりますが、町

に改善の時間を与えたいと思います。ですから、今日具体的には申し上げません。

いち早く道の駅の現状を把握していただきまして即座に対応し、万全の状態で５

月のゴールデンウイークを迎えていただきたく思います。 

最後に、保健福祉課長に一言申し上げます。 

先日、今庄地区で３回目のコロナワクチン接種を行うとの話を聞きました。こ

の家はじいちゃんとばあちゃんの二人暮らしで、随分前に車の免許証を返納して

おります。ですから、「どうやって行くの？ ワクチンの予約時間とバスの時間合

いますか？」そう聞くと「今庄診療所が、診療所が送り迎えをしてくれる」と言い

ました。「この町に住んでよかった。ありがたい」と喜んでおられました。 

本町がほかの市町に比べて３回目のワクチン接種が進んでいるのは、このよう

な町の努力があるからであると町の町民の方の声で知りました。このことは私も

しっかりと評価したいと思います。 

これで一般質問を終わります。 

 

○議長（秋田重敏君）これにて高橋宏介君の質問を終わります。 

暫時休憩します。１１時５分までとさせていただきます。 

                              

休        憩 

〔休憩 午前１０時５３分〕 

〔再開 午前１１時０５分〕 

                              

再        開 

 

○議長（秋田重敏君）会議を再開いたします。 
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 １．高齢者の移動手段確保について 

 ８番 加藤伊平君。 

〔８番（加藤伊平君）登壇〕 

 

○８番（加藤伊平君）加藤でございます。通告に基づきまして質問をさせていただ

きます。 

 「お客さんの乗ってない町の大きなバスが狭い道路を走るので、対向車や電動

老人車の人が困っている。何とかならないか」と言われまして、私も乗ってみまし

た。コースにはバスの幅ぎりぎりの道路、郵便局交差点には路上駐車の車が何台

もあり、運転する方は大変だと思いましたが、１時間半ほどで利用者は私１人で

した。 

 令和２年度の決算資料によりますと、南条地区では１００円で１４人乗りと２

９人乗りのバスが２系統、各４便運行されております。延べ利用者は３，６００

人、平日しか走りませんから１便当たりの平均利用者は２人弱です。 

 利用者の数から見てもこんな大きなバスは必要ないのではないかと思いますが、

どうでしょうか。 

 次ですが、南条地区のタクシー営業所がなくなりました。同居者に運転免許証

を持つ人がいない高齢者などが、役場、町内の医療機関、理美容院、買物などで移

動するために越前市のタクシーを呼ぶと、迎車料金を払っても、料金のかかる区

間より無賃、料金のかからない区間が長いため断られるので困っている、という

ことです。 

 永平寺町では、地区内を住民が運転手になり、予約に応じて利用者の自宅から

目的地の間をワゴン車で有料送迎する近助タクシー、近助の「助」は、「所」でな

しに助け合うの「助」ですね、近助タクシーの制度があり、好評のようです。 

 あと数年で団塊の世代が後期高齢者になり、順次免許を返納して運転免許を持

たない人が増えてきます。こうしたことはさきの質問の解決にもなり、本町でも

取り組めないか、質問をいたします。 

 

○議長（秋田重敏君）岩倉町長。 

〔町長（岩倉光弘君）登壇〕 

 

○町長（岩倉光弘君）ただいまの加藤議員の高齢者の移動手段確保についてお答

えをいたします。 

 南越前町は高齢化率が３７．７％と高く、また集落が谷あいに点在をしている

ことから、買物、通院、通学などにかかる移動距離も長く、加えてタクシー利用の
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困難なエリアが拡大しているなど、利便性の高い移動手段の確保というのは喫緊

の課題であると認識しております。 

 そこで、南越前町として令和４年度に、らくらくおでかけバス運行事業の実施

を計画いたしております。現在、必要経費を当初予算に計上いたしまして、審議を

お願いしたいと考えております。 

 この事業は、利用者からの予約を基に、ＡＩシステムが最適な経路、そして乗り

合いの組合せなどの運用管理を行いまして、町内を自由に移動できる乗合バス「オ

ンデマンドバス」運行の実証実験であります。そして、実験で得られるニーズや移

動傾向などの分析データを基に、効率的で使い勝手がよく、多くの方に利用して

いただける新しい交通システムを構築していきたいと思っております。その上で、

令和５年度以降、本格運行に切り替えていきたいと考えております。 

 なお、この事業で使用を予定しております車両は、７人乗りのワンボックスタ

イプでありまして、現行の住民利用バスより小型化いたします。また、移動先や乗

り降り時間については、永平寺町の近助タクシーのように、本人の都合に合わせ

た使い勝手のよい利用が可能になると思っております。 

 なお、加藤議員ご指摘の現行車両の運行につきましても、併せて見直しを検討

していきたいと思っております。 

 以上です。 

 

○議長（秋田重敏君）加藤伊平君。 

 

○８番（加藤伊平君）新年度には新しい方式が検討に入るということですので、私

はちょっと古いのかもしれませんけれども、ＡＩの結論にこだわらずにやっぱり

人間で、人間が乗ってくるんですから、人間の要望、それからそれを踏まえた方式

を取っていただきたいと思いますので、よろしくお願いをいたします。 

 終わります。 

 

○議長（秋田重敏君）これにて加藤伊平君の質問を終わります。 

 次に、 

 １．公共交通機関を含めた移動手段の拡充について 

 ４番 城野庄一君。 

〔４番（城野庄一君）登壇〕 

 

○４番（城野庄一君）議長の承認をいただきましたので、公共交通機関を含めた移

動手段の拡充についての一般質問を一括質問一括答弁方式でさせていただきます。 
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 また、さきの加藤議員と一部ダブるところがございますが、ご容赦をいただき

たいと思います。 

 まず初めに、住民利用バスについての質問をいたします。 

 現在の移動手段を確認いたしますと、福井県での１世帯当たりの自動車所有台

数は１.７１８台と全国一の車の保有台数となっておりますことからも、皆さん自

家用車による移動が一般的であると考えられますし、南越前町も同様であるか、

もっと高い率だろうということが考えられます。 

 そのような状況の中、南越前町では、住民利用バスの運行や運転免許返納者に

対しタクシーチケットの配布を行ったりと積極的な対応が行われております。 

 しかし、少子・高齢化の影響で高齢者の移動手段の選択が限られてきている現

状に対し、公共交通手段に対する単年度の対応と長期での対応を含めて、町長の

お考えをお伺いいたします。 

 最近の利用状況を確認いたしますと、「住民利用バスでは空気を運んでいるので

は」というお声を町民の方からお聞きいたします中で、令和２年度の実績として

住民利用バスの利用状況、かかっている費用についてお伺いをいたします。 

 また、免許返納者に対して発行されておりますタクシーチケットですが、地元

にタクシー会社がないために使用できないとのお声もいただいております。タク

シーチケットにつきましても、発行金額が幾らで、利用された金額は幾らなのか

をお伺いいたします。 

 こうした現状を確認してみますと、バスを走らせる、タクシーチケットを発行

するということが目的のような感じがいたします。本来は住民の皆様のお役に立

っているのかということが目的であるべきと思いますので、住民の皆様の満足度

という数値での表現に改めるべきことも必要と考えます。お考えをお伺いいたし

ます。 

 

○議長（秋田重敏君）岩倉町長。 

〔町長（岩倉光弘君）登壇〕 

 

○町長（岩倉光弘君）ただいまの城野議員の公共交通機関を含めた移動手段の拡

充についてお答えをいたします。 

 本町における住民の皆様の移動手段に対する施策としましては、町内全域を網

羅する住民利用バスの運行や、高齢の運転免許自主返納者に対するタクシーチケ

ット、住民利用バスの無料乗車券の交付などがあります。しかしながら、城野議員

ご指摘のとおり、住民利用バスの１便当たりの乗車率は低く、また、タクシー利用

券につきましても、今庄地域以外のタクシー会社がないことから利用は伸び悩ん
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でおります。 

 本町は高齢化率が３７．７％と高く、また集落が谷あいに点在していることか

ら、買物、そしてまた通院、通学などにかかる移動距離も長く、利便性の高い移動

手段の確保というのは喫緊の課題であると認識をいたしております。 

 ただいまの加藤議員にもお答えをしましたけれども、町では令和４年度に、ら

くらくおでかけバス運行事業の実施を計画いたしております。 

 この事業は、オンデマンドバス運行の実証実験であります。そして多くの方に

利用していただける新しい交通システムを構築して、令和５年度以降、本格運行

に切替えをしていきたいと思っております。また、町内の４駅へのアクセス向上

も図っていきたいと思っております。 

 なお、住民利用バスの利用状況、タクシーチケットの交付状況につきましては、

それぞれ担当課長のほうからお答えをいたします。 

 

○議長（秋田重敏君）初一観光まちづくり課長。 

 

○観光まちづくり課長（初一 剛君）令和２年度の実績を基に、住民利用バスの状

況についてご説明いたします。 

 路線数につきましては、南条地区で２路線、今庄地区で３路線と南条、今庄を結

ぶ１路線、河野地区１路線の計７路線で、利用料は１回１００円となっておりま

す。 

 かかった費用ですが３，８８４万５，０００円で、運行回数は６，８７１便、年

間利用延べ人数は８，５７３人で、利用者１人当たりに換算しますと４，５３１円

の経費を要したという状況でした。なお、１便当たりの平均利用人数は１．２５人

でありました。 

 以上です。 

 

○議長（秋田重敏君）関根総務課長。 

 

○総務課長（関根將人君）城野議員のタクシーチケットにつきましてお答えさせ

ていただきます。 

 高齢者の運転免許自主返納者に対しまして、平成３０年度から、期限を定めな

い住民利用バスの無料乗車券と、最大１０年間を期限といたしました年間１万５，

０００円のタクシー利用券を発行させていただいております。 

 このうち、事業開始年度から令和２年度までの３年間の対象者２７２人に対す

るタクシー利用券の発行額は８８２万円でございます。そのうち利用額は３８７
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万５，１００円、率にいたしまして４３．９％となってございます。また、令和３

年度につきましては、対象者３１７人に対しまして１月末現在で４７５万５，０

００円のタクシー利用券を発行しております。利用実績は１５２万４，３００円

で、率にいたしまして３２．１％となってございます。 

 議員ご指摘のように、これらの数値を検証しまして、現在の施策の評価として

真摯に受け止め、利便性の高い地域内交通の仕組みづくりと併せまして高齢者の

自主免許返納が一層促進され交通事故の抑制に資する支援制度の設計に取り組ん

でまいります。 

 以上でございます。 

 

○議長（秋田重敏君）城野庄一君。 

 

○４番（城野庄一君）最後になりますけれども、住民の皆様にとって使い勝手のよ

い内容で、早い時期での導入をぜひ図っていただきたいということを切にお願い

をいたしまして、私の一般質問を終わります。 

 

○議長（秋田重敏君）これにて城野庄一君の質問を終わります。 

 次に、 

 １．コロナ禍における小売り、飲食業の現状と今後について 

 ２．道の駅「南えちぜん山海里」の現状と今後について 

 １３番 山本 優君。 

〔１３番（山本 優君）登壇〕 

 

○１３番（山本 優君）それでは、今回の一般質問につきましては、２点につきま

してご質問を申し上げたいと思います。 

 現在、コロナの収束がなかなか見通せない中、特に昨日のニュースでは、県内で

５００名以上の感染者が出るという状況でございます。 

 なかなか収束が見えないわけでありますが、コロナのこれらの中で町の小売業

あるいは飲食業界におきましては、大変厳しい状況が続いていることと思います。

それぞれ個々の商店のことでありますので、町が直接関わることの難しさはある

と思いますが、理解しながら、今日まで町民の食と生活を守ってきていただいた

町内の商工業の皆様に引き続き頑張ってもらうことは、大切なことであります。

特に移動手段の不自由な高齢者にとっては、身近な小売店は生活に欠かせない存

在であります。 

 これらの小売・飲食業の皆さんの置かれている現状について、町としてはどの
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ように認識し、今後どうあるべきと思うか、まずお聞きをいたします。 

 また、それらを踏まえて、今後、維持、継続していくための施策として、国、県

などと併せて町として取り組む支援策の内容について、あるいは町内の商工業者

の活用状況と今後の計画について、具体的な内容についてお聞きをいたします。 

 

○議長（秋田重敏君）岩倉町長。 

〔町長（岩倉光弘君）登壇〕 

 

○町長（岩倉光弘君）ただいまの山本 優議員のコロナ禍における小売・飲食業の

現状と今後についてお答えをいたします。 

 新型コロナウイルス感染症については、国内で令和２年の１月１６日に最初の

感染が確認されて以来、３年目に入ったところでありますけれども、現在はオミ

クロン株が猛威を振るいまして、依然厳しい状況にあります。この間、社会経済活

動は停滞をいたしまして、観光業、そしてまた飲食業などは大変大きな打撃を受

けております。 

 国や各地方自治体は、こうした厳しいコロナ禍にあっても各事業者の皆様が事

業を継続していくことができるよう、ＧｏＴｏトラベルに代表されるような旅行

の割引、買物時の割引クーポンの発行事業、また各種助成金、そしてまた支援金の

給付など、事業継続支援や消費の活性化策に取り組んでいるところであります。 

 南越前町におきましても、令和２年度以降、新型コロナウイルス感染症対策の

国の地方創生臨時交付金を活用しまして、感染対策に併せて商工業の活性化や事

業継続のための支援に取り組んでいるところであります。 

 新年度以降につきましても、ウイズコロナ、アフターコロナを見据えた観光業、

商工業の活性化支援にしっかり取り組んでいきたいと思っております。 

 なお、町内におけます商工業者の現状と、町の具体的な取組につきましては、担

当課長のほうから説明をさせていただきます。 

 

○議長（秋田重敏君）初一観光まちづくり課長。 

 

○観光まちづくり課長（初一 剛君）本町では令和２年度、３年度におきまして、

飲食業や宿泊業を対象としました山海里応援弁当事業や、ペイペイによるポイン

ト還元事業、宿泊客へのクオカード贈呈、また飲食店・宿泊施設応援クーポン発行

事業などを、それから商工業全般の業種を対象としまして小規模事業者等応援給

付金、小規模事業者等もっと応援給付金など、給付金交付事業を実施してきてお

ります。 
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 この給付金の交付事業につきましては、コロナ前と比較しまして、例えば、対象

となる月の売上げが３０％から５０％程度や、また５０％以上減少している方、

こうした方を対象に交付されております国の持続化給付金や一時支援金、また県

の事業継続支援金などを受けているということを要件にうちのほうは制度設計を

いたしたところですが、各年度とも２００件程度の事業者の方がいらっしゃいま

した。町内多くの事業者の方が新型コロナウイルス感染拡大の影響を受けられた

ということで、厳しい状況が続いている中でも、今ほど申しました制度を使いな

がら前向きに事業継続に取り組まれていると認識いたしております。 

 町としましては、令和４年度新たに、町内の事業者の皆様の経営環境の効率化、

またコスト削減を図るために商工会デジタル環境整備事業などの実施を計画して

おりまして、引き続き、国、県と歩調を合わせながら商工業者の支援に取り組んで

まいります。 

以上です。 

 

○議長（秋田重敏君）山本 優君。 

 

○１３番（山本 優君）ありがとうございました。 

 今細かくご説明をいただきましたけれども、今後さらにそれぞれの商工業の皆

さんと意見を交換しながら、よりその実態に合った形のものを構築していただい

て、国、県との関係も深めていただき、血の通ったご支援をいただくようにお願い

をしたいと思います。 

 ２点目の質問に入らせていただきます。 

 ２点目の質問につきましては、先ほどの高橋議員の質問と若干ダブることがあ

るように思いますので、ダブっている部分がありましたら省略をいただいて結構

でございます。 

 道の駅のオープンでございますが、その経過については、ご存じのように昨年

の１０月にオープンをいたしたところでございます。私も、地元ということもあ

りまして、オープンのときはもちろんでありますが、以後も昼の食事に行くとか、

あるいは身近な買物に行くとかという形で何回も行っております。それは平日で

あったり土日であったり夕方であったり、いろんな時間帯あるいはいろんな日に

ちに行っているところであります。当初は、こんなにいっぱい来るのかと。そして

また、駐車場も車を置くところがないぐらい来ておりました。すごいものだなと

いうことを見たところであります。 

 もう一つは、ほかのところの道の駅等についても参考のために見させていただ

いたところであります。 



 - 60 - 

 しかし、これは先ほどの質問の中にもありましたが、先月については大変寂し

い状況でございます。それで道の駅に出店をされている方にお客さんの一人とし

て、どうなんですかということを問いかけさせていただきました。そのときには、

「こういった仕事は、２月はどちらにしても非常にお客さんの少ないところだ。

もう少し待てば」という話もございましたので、３月に入り、これからはさらにお

客さんが増えていくんだろうなとは思いますが、この現状についてどのようにお

考えになっているのか、今申し上げたように、２月のこういう時期であるからや

むを得ないということであるのかどうかを含めてお聞かせをいただきたいと思い

ます。 

 さらに、道の駅は出店者に、売上げに対し一定の割合で負担金を協議会のほう

に収めているところでありますが、コロナ等で売上げが落ちておりますけれども、

この２月については大変だろうと想像をいたします。この実情について、出店事

業者のほうからどのような要求といいますか、意見があるのか、まずお聞かせを

いただきたいと思います。 

 

○議長（秋田重敏君）岩倉町長。 

 

○町長（岩倉光弘君 ただいまの山本 優議員の道の駅オープンから現在までの

概要についてお答えをいたします。 

 道の駅「南えちぜん山海里」は、北陸自動車道で県内唯一のサービスエリアであ

ります南条サービスエリアの上り線と隣接した道の駅でありまして、年間３９０

万人が立ち寄る立地的特性を最大限に生かしながら、地域の特産品や農林水産物

の振興、さらには雇用の場の創出、そして生産者の所得向上を図る、まさに地域活

性化のシンボルとして令和３年の１０月８日に開業いたしました。２月２８日現

在では、来場者が５２万人、売上げが３億円を超えたということで、順調なスター

トを切っているところであります。 

 そういう中で、現在、開業から５か月が経過をいたしました。今年の１月からの

新型コロナの第６波の影響もありますし、降雪による天候不良もありまして来場

者は非常に減少してきておりますけれども、これからの観光シーズンを期待して

いるところでもあります。 

 なお、出店業者からの意見、要望につきましては、担当課長のほうからお答えを

いたします。 

 

○議長（秋田重敏君）中村建設整備課長。 
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○建設整備課長（中村勝典君）出店事業者からの意見、要望はないかというご質問

についてお答えいたします。 

 昨年１０月に開業して以降、指定管理者であります株式会社レストラン南条や

山海里運営協議会と連絡調整を図りながら運営者やお客様からの要望等を取りま

とめ、対応を実施してまいりました。今後は、３月１４日に商工観光関係者や農林

漁業関係者との運営状況報告会と意見交換会の実施を予定しておりまして、３月

１５日にも生産者の方や事業者の方に対しまして、山海里運営協議会の中に組織

しました農林水産部会による講習会で生産者の方々のご意見やご要望をお聞きす

る予定であります。 

 この施設が生産者や事業者の方々の所得向上を図る地域活性化拠点となり続け

ますよう、今後も定期的に運営者や生産者との意見交換を実施していき運営や販

売に反映していくとともに、販売促進に向けた魅力ある施設づくりに取り組んで

いきたいと思っております。 

 以上です。 

 

○議長（秋田重敏君）山本 優君。 

 

○１３番（山本 優君）ありがとうございました。 

 今、課長のほうから答弁いただいた内容につきましては、それぞれ具体的に実

行に移していただくようにお願いを申し上げたいと思います。 

 今ほども説明いただきましたし、私自身も現場で見ておりまして、この２月、冬

の時期については、客足が少なくなる時期ということにつきましては、ある程度

理解をするところであります。 

 一方、今も話がありましたコロナ禍とのダブルパンチということで、客足の減

少が進んでいるんだろうなと思うわけでありますが、これらの状況の中で、この

期間、出店者の方々が頑張っていただくための補助金などの支援策も検討する必

要があると思いますが、町としての支援の内容について、もしあればお聞かせを

いただきたいと思います。 

 あわせて、この企画が出た段階で、町の将来のために商工・農林業の振興に果た

す役割は大きいということから、そのお店に出す品物としては長期的な施設園芸

あるいは特産品の開発なども、当初の計画の中には挙がっていたように思います。

そしてさらに、これらのものができることで、町民はもちろんでありますけれど

も、それで一つの話題になれば、高速を走ってこられる方々がそれを目当てにこ

こに来られるということにもなろうかと思います。 

 その意味から、ほかから注目され、そして売上げが伸ばせる、そしてそれがひい
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ては町民の利益につながる施設としていく必要があると思いますが、これらのこ

とについて、その後の、それ以来の状況と今後の方策についてお聞かせをいただ

きたいと思います。 

 

○議長（秋田重敏君）市村農林水産課長。 

 

○農林水産課長（市村 誠君）関係者に対する支援策についてお答えさせていた

だきます。 

 地元の農林水産品あるいは加工品を道の駅「南えちぜん山海里」で販売する場

合、野菜や花が１５％、加工品が２０％の販売手数料がかかります。これは四季菜

に出荷していた当時と同じ割合で、生産者及び事業者の皆様はこのことに理解を

示していただいております。 

 また、従来から町が支援しております地場野菜及び地場水産品等の出荷奨励事

業、さらに特産品生産奨励事業は、生産者の皆様にとって、より生産意欲を高め、

出荷奨励につながる政策であると認識しております。 

 山本議員ご指摘のように、客足の少ない冬場とコロナ禍が重なって売上げが減

少しておりますが、まずは生産者及び事業者の皆様の意見を聞きながら、しっか

りと原因を分析した上で、町の支援制度の拡充等を検討してまいりますので、ご

理解をお願いいたします。以上でございます。 

 

○議長（秋田重敏君）山本 優君。 

 

○１３番（山本 優君）ありがとうございます。 

 今ほど全体の計画、そして農林水産業に対する支援についてもお聞かせをいた

だきました。まだオープンをして間のないことでございますし、このコロナとか

予期してない雪とかいろんなものが重なって厳しさがあることは理解をいたしま

す。 

 私たちも、町民いわゆる出店者の皆さんの意見をできるだけ直接聞かせていた

だきながら、この行政のために反映するための応援をさせていただきたいと思っ

ております。その意味では、一朝一夕でできることではありませんが、やはり当初

の施設園芸やとか、あるいは町の特産品をつくって、南条のこの道の駅「南えちぜ

ん山海里」で、ここにはほかにないものがあるというものをぜひ出していただい

て、この道の駅が特徴ある道の駅となるようにご努力をいただきたいと思います。 

 我々も他の施設等を見学しながらできるだけ、お手伝いができることがあれば

させていただきたいと思っております。 
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 以上で私の質問を終わります。 

 

○議長（秋田重敏君）これにて山本 優君の質問を終わります。暫時休憩します。 

                              

休        憩 

〔休憩 午前１１時４０分〕 

〔再開 午後 １時００分〕 

 

                              

再        開 

 

○議長（秋田重敏君）会議を再開します。 

 次に、 

 １．ＵＩＪターンで移住・定住促進について 

 ２番 山本徹郎君。 

〔２番（山本徹郎君）登壇〕 

 

○２番（山本徹郎君）議長のお許しをいただきましたので、通告に従って進めてま

いりたいと思います。前半の６人の議員さん、それから理事者の皆さんのご協力

によって非常にスピード感のある本会議だと、一般質問だと思っております。私

もそれに見習いまして、本日は一括質問一括答弁という形で質問をさせていただ

きます。 

 ＵＩＪターンで移住・定住促進についてお伺いをいたします。 

 本町における人口減少は深刻であり、少子・高齢化は加速するばかりです。自然

動態的な減少は食い止められませんので致し方ありませんが、長引くコロナウイ

ルス感染症の影響で率先した移住政策や町外、県外、海外との交流事業が制限さ

れ、人の移動が難しくなっております。 

 一方、ＳＮＳを活用した情報発信やテレワークの普及が進んでおり、あるＩＴ

企業では日本全国での勤務が可能となっており、飛行機や新幹線などの交通手段

を使った移動についても会社が負担するという福利厚生策を講じております。 

 さて、１月に開催された本町の成人式では、町長より「若者の力が必要であり、

町に戻って活躍を期待する」といった趣旨の挨拶がありました。手塩にかけて町

民の皆様と共に育ててきた子供たちが地元に戻りたいと思うような施策や政策を

考えるべきであると考えております。町民の皆様や外部の方と連携しながら取組

を進める必要があると思っています。 
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 本町でも少しずつ取組が進んでいるとは感じますが、ＡＩ・ＩｏＴなどのデジ

タル技術を活用したスピード感のある取組を町長には期待いたします。 

 そこで、以下３つの質問をお伺いいたします。 

 １つ目は、移住、定住の状況についてお伺いします。 

 町に根づき、地元の人とのつながりを気づくことにより定住・定着を促進する

というコンセプトの下、本町にて実施されていた流動創生及び地域おこし協力隊

の両事業に関する結果についてお伺いをいたします。 

 ２つ目は、ゆるい移住を目的とした居住空間整備についてお伺いします。 

 鯖江市では、２０１５年から２０１６年にかけ「ゆるい移住」と呼ばれる実証実

験を行いました。当事業は、気軽に住んでみて田舎をゆるく体験するという趣旨

で実施されました。本事業の特色は、市営住宅、３ＬＤＫ２戸を無料で貸し出して

いる点です。 

 そこで、近年増加している空き家に着目をしました。しかし、町内にある空き家

は改修や修繕が必要な状況であり、すぐに住んでもらうにはまだハードルがあり

ます。空き家の活用において規制があれば、町で空き家を買い取って利用できな

いかを伺います。 

 ３つ目です。奨学金の一部助成についてお伺いします。 

 民間調査会社のデータによると、独立行政法人日本学生支援機構において奨学

金を利用する４年制大学の学生における平均貸与額は約３４３万円、月平均返済

額は１万６，８８０円、返済期間は１０年から２０年となっています。 

 ちなみに、このデータは第二種の有利子奨学金の場合です。卒業後、社会人とし

て働きながら返済している状況ですが、コロナ禍の影響で職を失ったり、収入が

減少したりしている方もいます。また、心の病や病気によって就業ができず、返済

が困難な状況になっている方もいると聞いています。中には、返済が終わるまで

結婚できない、結婚しても生活が苦しい状況に置かれている方もいるようです。 

 県内に助成事業がないか調べたところ、坂井市で行われているＵＩＪターンの

方向けの奨学金返還支援事業を見つけました。ふるさと納税を財源とし、１人当

たり年間２０万円、６年間にわたって行っています。基本的な支援額は上限１０

０万円ですが、市内で看護師や保育士として勤務する方の場合は９年間、上限１

６０万円分にわたる助成を行っています。なお、認定申請件数は、令和３年の１１

月３０日現在で２０件となっていました。 

 ちなみに、福井県の令和４年度の予算案では福井県奨学金返還支援事業を計上

しており、ＵＩターンで県内に就職する方を対象に１人当たり５年間で１００万

円を上限にした助成を行うことになっています。似たような事例としては、高浜

町では、定住を条件に県の事業と同様の助成を行う取組を行っています。 
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 ＵＩＪターンの目玉として、本町でも、一定期間の移住、定住を条件に助成する

ことができないか、町長の所見をお伺いします。 

 

○議長（秋田重敏君）岩倉町長。 

〔町長（岩倉光弘君）登壇〕 

 

○町長（岩倉光弘君）ただいまの山本徹郎議員の移住・定住促進についてお答えを

いたします。 

 移住、定住の促進につきましては、子育て支援のほか多分野にわたる施策を複

合的に進めておりまして、特に若い世代の住宅取得支援というものと、また住宅

の造成など住まいを確保することによって、町内で暮らし続けることができるよ

うな支援の充実を図ってきております。 

 一方、これまで町に関わりがなかったＩターン者につきましては、まずは南越

前町を知っていただくことが必要でありまして、また移住先として選択されるに

は、地域が開かれ移住者を受け入れるような体制が、この移住しやすい条件整備

も重要であります。 

 そのため、都市部等の若者を地域おこし協力隊として受け入れまして、移住・交

流・関係人口の増加を目指す多様な取組を推進してまいりました。こうした取組

が積み重なりまして、これまでも、町にゆかりのなかった方が町に魅力を感じて、

町での暮らしを選択されるケースが増えております。 

 町としましては、本町出身者はもとより、多くの若い世代が南越前町での暮ら

しを積極的に選択できるように、時代の変化を的確に捉えるとともに、若い世代

の状況を踏まえまして、特定の分野に偏ることなく総合的に施策を推進していき

たいと考えております。 

 なお、各施策の詳細につきましては、それぞれ担当課長、教育長のほうからお答

えをいたします。 

 

○議長（秋田重敏君）初一観光まちづくり課長。 

 

○観光まちづくり課長（初一 剛君）流動創生事業につきましては、平成２７年度

から令和２年度までの６年間にわたりまして、移住にとらわれず地域と緩やかに

関わる関係人口の拡大、深化を目的に町内滞在イベントなどを企画しまして、町

に関わった都市部の若者は延べ約４７０人に上っております。 

 流動創生の取組を生かしまして、令和３年度からは、都市・地域間交流促進事業

としまして移住検討者や学生の滞在支援など、幅広い層と地域をつなぐ取組を進
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めております。感染状況を踏まえ、慎重に滞在の受入れを行っているところです

が、令和３年度は延べ２７人の若者が町に滞在し、地域での暮らしを体験してい

ます。また、感染状況が落ち着いた後にはテレワークなどをしながら地域で暮ら

しを体験したいという希望される方も４組いらっしゃいまして、好評をいただい

ているところです。 

 地域おこし協力隊につきましては、これまで８名の隊員が活動しました。現在、

２人の隊員が活動しています。また、これまで活動していた協力隊のうち２人は、

現在もこの南越前町の地で拠点を持ち、地域の活性化に資する取組を行っており、

現役の隊員も、これら元協力隊員と連携を図りながら、交流・関係・移住人口を増

加させる活動に取り組んでいるところでございます。 

 令和４年度には、これらの活動をさらに発展させ、地域おこし協力隊ＯＢ・ＯＧ

と現役の地域おこし協力隊による、地域に根づいた移住、定住の活動を進めてま

いりたいと考えております。 

 以上です。 

 

○議長（秋田重敏君）中村建設整備課長。 

 

○建設整備課長（中村勝典君）２つ目のゆるい移住を目的とした居住空間整備に

ついてお答えします。 

 空き家の総数は毎年増加しており、昨年夏に実施した空き家等実態調査では、

住宅と住宅以外の建築物の合計である空き家等数は５０７戸でございました。こ

れは５年前に実施した４２９戸に対しまして、７８戸、率で１８．２％増加してお

ります。 

 町では、この空き家を有効利用していくために、来年度に空き家の所有者に対

しましてアンケート調査を実施し、利活用できる空き家を掘り起こし、空き家情

報バンクの登録数を増やしていくとともに、空き家の購入やリフォームに助成す

る空き家住まい支援事業及び、家財の処分経費を助成する空き家家財処分支援事

業などを実施しまして、空き家活用を積極的に進めていきたいと考えております。 

 現在、民間事業者によって空き家を活用したシェアハウスなども進んでおり、

移住者の受入れとして空き家活用は有効な手段であると考えております。 

 議員ご質問の、町で空き家を買い取るということにつきましては、買取り後の

運用方法や利用者のニーズ、また建物自体の耐震性など様々な課題もございます。

そういった課題などを総合的に勘案しながら検討をしていきます。 

 以上です。 
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○議長（秋田重敏君）上田教育長。 

 

○教育長（上田康彦君）３点目の奨学金の一部助成についてお答えいたします。 

 近年、経済的な理由により、公的機関などで奨学金を借り受け、大学等に進学

し、卒業後に働きながら奨学金を返還している若者が増えていることは承知して

おり、当町においてもこのような若者が少なからずおられるものと考えていると

ころです。 

 そこで、町では、若者の活躍の場を広げるとともに、町内での定住促進を図るこ

とを目的に、奨学金を受けながら大学等で学び、卒業後、南越前町内に定住する意

思を持った若者を対象として、借り受けた奨学金の返還金に対し一部補助を行う

事業について、令和４年度からの創設を検討しているところです。 

 制度内容としては、大学を卒業見込みの学生または既に卒業した者で町内に居

住していることを条件に、年間５万円を上限とし、奨学金の返還に要する経費の

３分の１の額を補助しようとするもので、補助対象者は１５名程度を見込んでお

ります。また、補助金の交付を受けることができる期間については、奨学金の返還

を開始した年度から起算して１０年間を限度とします。 

 制度の周知方法については、町のホームページ、広報紙への掲載、チラシ等の配

布を考えております。 

 以上です。 

 

○議長（秋田重敏君）山本徹郎君。 

 

○２番（山本徹郎君）ただいま皆さんから答弁いただきました。 

 町長の答弁の中にもありました。町を知ってもらい受け入れる体制、条件整備

が必要であり、若い世代に受け入れてもらえるように、時代の変化や若い世代の

状況を踏まえ、特定の分野に偏ることなく推進すると述べられました。 

 しかしながら、我が町の人口減少は加速をするばかりです。やはり流動創生の

ＯＢやらＯＧの皆さん、地域おこし協力隊の皆さんと共にＵＩＪターンを念頭に

置き、都市・地域間交流促進事業をスピード感を持って進めていただきたいと思

います。 

 巧遅拙速でよい施策や事業は即対応でお願いして、私の質問を終わります。 

 

○議長（秋田重敏君）これにて山本徹郎君の質問を終わります。 

 次に、 

 １．鉢伏山周辺施設の運営について 
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 ６番 喜村喜代治君。 

〔６番（喜村喜代治君）登壇〕 

 

○６番（喜村喜代治君）議長のお許しを得ましたので、質問をさせていただきま

す。今定例会のしんがりを務めますので、よろしくお願いをいたします。 

 私は、鉢伏山周辺施設の運営について２点お伺いをいたします。 

 まず１点目でございますが、今庄３６５スキー場の今後の運営についてお尋ね

をいたします。 

 令和２年、３年と新型コロナウイルス感染症が流行し、特に利用客の多い関西

圏、中京圏で猛威を振るいました。また、今年に入ってからも第６波が全国的に猛

威を振るい、県内においても２００人、そして今３００人と、昨日は５００人を超

える方々が感染をいたしております。このような状況の中では、営業を休止した

のは仕方のないことだと思われます。 

 しかし、皮肉なことに、スキー場が営業を休止したこの２シーズンは、営業には

十分な降雪となりましたが、現地へ行って見た限り、ゲレンデにはお客様のいな

い、そういう寂しいものとなっておりました。 

 ３６５スキー場も開設当時はスキーブームにより毎年１０万人を超えるお客様

が押しかけ、私、現場へ行って何回も見ていますけれども、スキー場はまるで別世

界で、若者があふれて町のイメージアップにもつながり、活性化に大いに貢献し

たものでございます。 

 しかし、近年の地球の温暖化による降雪量の減少、スキー人口の減少等もあり、

さらに、今お話しさせていただきました新型コロナウイルス感染症の影響を受け、

昨年は全国で４９７施設のうち５７の施設が休業したと聞いております。 

 スキー場は昨年と今年の２か年、営業を休止していますけれども、町民の皆さ

んから、コロナ禍について、今までどおりのクワッドリフトを中心とした営業や、

規模縮小による営業等、様々なご意見がありますが、町長は来シーズン以降の営

業についてどのように考えているのか、お伺いをいたします。 

 次に、２点目としてです。鉢伏山一帯のグリーンシーズンでの活用はというこ

とで、現在、鉢伏山周辺の施設で一年を通して営業しているのはやすらぎ温泉の

みであり、鉢伏山一帯のグリーンシーズンでの活用を検討する必要があると思い

ます。 

 鉢伏山山頂一帯には、戦国時代の山城が４か所も残されており、しかも現存し

ている山城では超Ａ級であると評価をされております。さらに木の芽峠には、番

所とも言われておりますけれども、築５６０年を経過している峠の茶屋もござい

ます。麓の板取宿にもかやぶきの民家４棟が保存をされております。これら歴史
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的な資産と鉢伏山周辺の施設を含めた、グリーンシーズンでの計画を検討された

らと思います。 

 これらにつきましては、議会の鉢伏山周辺施設検討会より検討結果が報告され

ていると思いますけれども、どのようにお考えでしょうか。お伺いをいたします。 

 

○議長（秋田重敏君）岩倉町長。 

〔町長（岩倉光弘君）登壇〕 

 

○町長（岩倉光弘君）ただいまの喜村議員の鉢伏山周辺施設の運営についてお答

えをいたします。 

 今庄３６５スキー場は、スキーブームと言われる平成２年度から平成１３年度

頃まで、１０万人のご利用を超えるシーズンが何度もありまして、雪さえあれば

お客様に来ていただけると、そう言われる状況でありました。しかしながら、平成

１４年度以降につきましては、スキー人口は減少を続けておりまして、雪が降ら

なかった令和元年度については１万人にまで大きく減少いたしました。加えて、

昨年度と本年度については、降雪に恵まれましたが、新型コロナウイルス感染拡

大の影響から休業することといたしました。 

 スキー場を取り巻く環境というのは、喜村議員ご指摘のとおり、スキー人口の

減少、そしてまた温暖化によります降雪量の減少などから大変厳しい状況にあり

ます。しかしながら、令和４年度につきましては、見込み得る事業収入などを的確

に捉えまして、収支のバランスを考慮しながら、人工造雪機は使わずに自然雪の

中で第１ペアリフトのみを稼働する形での営業を検討していきたいなと思ってお

ります。 

 また、鉢伏山一帯の活用についてですけれども、このエリアには、日本海を眺め

る山頂であったり、自然豊かで起伏が富んだ地形を生かした散策道、また、キャン

プ場や温泉施設のほか木の芽峠の茶屋など、希少価値の高い歴史的遺産がありま

して、アウトドア・レジャー施設として多くの魅力と可能性が備わっていると思

っております。 

 令和４年度については、鉢伏山周辺施設を、一年を通して、グリーンシーズンを

含めて一体的に有効活用していくための調査研究を、専門家、専門業者の意見を

取り入れまして基本構想づくりに着手をしていきたいと思います。 

 以上で喜村議員の答弁とさせていただきます。 

 

○議長（秋田重敏君）喜村喜代治君。 
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○６番（喜村喜代治君）ありがとうございました。 

 スキー場の運営については、リフト１本のみで規模を縮小して令和４年度は営

業するとのことでありますが、地域のファミリースキー場として経費を節減しな

がら継続した営業ができればと思っております。 

 また、鉢伏山一帯のグリーンシーズンでの活用につきましては、令和４年度に

調査研究、基本構想づくりということでございますが、国道３６５号線の道路改

良、その後にはトンネル工事も着手されるだろうと思うんですけれども、関西圏

とのアクセスも非常によくなるということで、１年３６５日、お客様が鉢伏山周

辺へ訪れていただいて、楽しんでいただけるような計画をつくり上げていただけ

たらと思っております。 

 以上で私の質問を終わります。 

 

○議長（秋田重敏君）これにて喜村喜代治君の質問を終わります。 

 以上で一般質問を終わります。 

 

                             

閉     議 

 

○議長（秋田重敏君）以上で一般質問を終わります。 

 これをもちまして本日の日程は終了いたしました。本日はこれにて散会いたし

ます。 

〔散会  午後 １時２７分〕 
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開    議 

〔開議  午後 ４時００分〕 

 

○議長（秋田重敏君）会議を再開します。本日の出席議員数は１４名です。定足

数に達しておりますので、これより会議を開きます。 

本日の議事日程は、お手元に配付のとおりです。これより、日程に入ります。

日程第１ 議案第１９号 令和４年度南越前町一般会計予算から日程第１２ 

議案第３０号 令和４年度南越前町水道事業会計予算についてまでの１２議案

を一括して議題といたします。 

 

                          

当初予算特別委員長の報告 

 

○議長（秋田重敏君）これらの案件につきましては、当初予算特別委員会に付託

し、すでに審査を終えておりますので、当初予算特別委員長の報告を求めます。 

 (「議長」と呼ぶ声あり) 

 

○議長（秋田重敏君）当初予算特別委員長 １２番 平谷 弘子君。 

〔 当初予算特別委員長登壇 報告 〕 

 

○１２番（平谷弘子君）令和４年度当初予算特別委員会よりご報告を申し上げま

す。今期議会定例会において、本委員会に付託されました案件審査のため、３月

４日から１６日までの期間中の５日間、第１委員会室において、関係理事者の出

席を求めて令和４年度当初予算特別委員会を開催いたしました。  

付託を受けました議案第１９号 令和４年度南越前町一般会計予算から議案

第３０号 令和４年度南越前町水道事業会計予算までの各会計当初予算１２議

案について、所管ごとに慎重に審査をいたしました。その審査結果及び特に議論

しました事項について、ご報告いたします。 

一つ、米の直接支払交付金事業の拡充について。 

「当該年度の生産数量の目安を遵守した担い手農家や集落営農組織に対し、

主食用水稲作付面積１０アールあたり５，０００円の支援を行う事業を令和４

年度から新設したとのことであるが、中山間地域である当町の農業生産を担っ

ている中規模農家に対しても、対象要件の緩和など補助事業の拡充を検討され

たい。」との指摘に対して、「米の直接支払交付金は、担い手農家及び集落営農組

織が交付対象で、町が目標としている転作率を達成し、且つ収入保険等に加入し
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ていることを交付要件とさせていただきます。一方で、中山間地域の小区画及び

急傾斜農地等での営農に必要な施設や機械及び農作業等の継続を支援する県の

補助事業を有効活用しながら、中規模農家等の育成・支援に努めてまいります。」 

との回答でありました。 

一つ、森林環境譲与税について。 

「森林環境譲与税が３，５００万円見込まれており、森林環境譲与税事業とし

て町単独事業などに充当するとのことであるが、森林環境譲与税の創設目的で

ある森林環境の整備及び林業者等の育成に対する施策など、長期的な観点に基

づいた施策に取り組むよう検討されたい。」との指摘に対して、「森林環境税を活

用して進めております山際区域森林現況調査や森林境界明確化推進事業は、山

の所有者に森林環境整備の重要性をご理解いただくとともに、森林境界の座標

化を、スピード感を持って進めていくことが重要で、このことが、後の間伐や造

林事業に大きな役割をもたらします。これらの事業の受け皿となる森林組合と

連携を図りながら、森林環境譲与税の有効活用を推進してまいります。」との回

答でありました。 

一つ、町のホームページ管理について。 

「町ホームページを抜本的に更新するとのことであるが、ホームページの更

新に係る各種機能の充実だけではなく、ホームページ内の各種情報の定期的更

新など、効果的な情報発信ができるようホームページの適切な管理運営に努め

られたい。併せて、情報発信業務に携わる職員に対し研修を行うなど対応を検討

されたい。」との指摘に対して、「町ホームページの刷新に合わせ、職員に対する

操作研修を開催し、すべての部局において、適時適切に町の行政情報が発信され

るように取り組みます。また、庁内広報委員に対し、ホームページを活用した情

報発信の重要性について、改めて周知徹底に努めてまいります。」との回答であ

りました。 

一つ、交通弱者などに対する公共交通支援策について。 

「交通弱者等への公共交通支援策として、オンデマンドバスの検証事業を新

たに計画されているが、オンデマンドバス以外の有効な支援策についても継続

して検討をされたい。」との指摘に対して、「移動手段の確保にかかる支援策につ

きましては、住民利用バスやタクシーチケット交付事業などの既存事業のほか、

オンデマンドバスによる実証実験を予定しており、住民にとって、真に使い勝手

の良い移動手段の確保支援に取り組んでまいります。」との回答でありました。 

一つ、各種計画策定業務など作成業務の委託料について。 

「各種計画策定業務などのソフト事業にかかる委託料については、適正価格

など判断が難しいと思われるが、業務委託に関しては、事業の内容及び価格を十
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分に精査することと併せて、委託先についても幅広く検討するよう努められた

い。」との指摘に対して、「計画策定支援業務やイベント開催支援業務などの受託

業者の選定にあたっては、予め入札参加者名簿に掲載している事業者による企

画提案方式を採用しています。また、審査にあたっては、価格を含めた提案内容

を職員だけでなく関係団体の長なども加えた合議制の審査委員会を設置し、適

正かつ透明性の高い選定に取り組んでまいります。」との回答でありました。 

以上が、当委員会が指摘した事項に対する理事者側の回答でございました。 

今後は、回答されたとおり対策が講じられているか、見極めていきますので、

町側も真摯に対策を講じていただきますようお願い申し上げます。 

採決の結果、各議案につきましては、いずれも原案のとおり認めることに決定

いたしました。 

以上が、本委員会に付託されました審査結果であります。議員各位におかれま

しては、ご賛同賜りますようお願い申し上げまして、令和４年度当初予算特別委

員会からの報告を終わります。 

〔当初予算特別委員長 降壇〕 

 

○議長（秋田重敏君）これにて、当初予算特別委員長の報告を終わります。 

                           

討  論 ・ 採  決 

 

○議長（秋田重敏君）これより、議案第１９号 令和４年度南越前町一般会計予

算から議案第３０号 令和４年度南越前町水道事業会計予算についてまでの１

２議案を一括して討論を行います。討論ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ声あり） 

 

○議長（秋田重敏君）討論なしと認めます。これで、討論を終わります。 

これより採決を行います。議案第１９号 令和４年度南越前町一般会計予算

は、当初予算特別委員長の報告のとおり決する賛成の方は、ご起立願います。 

〔全員起立〕 

 

○議長（秋田重敏君）起立全員です。よって、議案第１９号は当初予算特別委員

長の報告のとおり可決されました。 

次に、議案第２０号 令和４年度南越前町国民健康保険特別会計予算から 

議案第３０号 令和４年度南越前町水道事業会計予算までの１１議案を一括し

て、採決いたします。議案第２０号から議案第３０号までの１１議案については、
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当初予算特別委員長の報告のとおり決することに賛成の方は、ご起立願います。 

〔全員起立〕 

 

○議長（秋田重敏君）起立全員です。よって、議案第２０号から議案第３０号ま

での１１議案は、当初予算特別委員長の報告のとおり可決されました。 

次に、日程第１３ 議案第３１号 南越前町公共施設適正管理基金条例の制

定についてから日程第３２ 議案第５０号 町道路線の認定についてまでの 

２０議案及び日程第３３ 陳情第１号 シルバー人材センターに対する支援を

求める意見書の提出についてを一括して議題といたします。   

                          

常任委員長の報告 

 

○議長（秋田重敏君）これらの案件につきましては、各常任委員会に付託し、す

でに審査を終えておりますので、各常任委員長の報告を求めることにいたしま

す。はじめに、総務文教常任委員長の報告を求めます。 

(「議長」と呼ぶ声あり) 

 

○議長（秋田重敏君）総務文教常任委員長 ７番 平泉初男君。 

〔総務文教常任委員長登壇 報告〕 

 

○７番(平泉初男君) 総務文教常任委員会よりご報告いたします。 

今期定例会において、総務文教常任委員会に付託されました案件審査のため、

３月９日に第１委員会室にて委員会を開催いたしました。 

付託を受けました議案第３１号 南越前町公共施設適正管理基金条例の制定

についてから議案第３９号 南越前町営駐車場等の設置及び管理に関する条例

の一部改正についてまで及び議案第４３号 南越前町附属機関設置条例及び南

越前町特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部改

正について、並びに議案第４５号 南越前町南条文化会館の設置及び管理に関

する条例の一部改正についてから議案第４７号 南越前町教職員住宅の設置及

び管理に関する条例の廃止についてまでの条例１３議案のほか、議案第４８号 

公の施設の指定管理者の指定について及び議案第４９号 公の施設の指定管理

者の指定管理期間の変更についての２議案など、本委員会に関わる事項１５議

案につきまして、関係理事者の出席を求めて所管ごとに慎重に審査をいたしま

した。 

採決の結果、各議案につきましては、いずれも原案のとおり認めることに決定



 - 79 - 

いたしました。 

以上が、本委員会に付託されました各議案などの審査結果であります。議員各

位におかれましては、ご賛同賜りますようお願い申し上げまして、報告を終わり

ます。 

〔総務文教常任委員長 降壇〕 

 

○議長（秋田重敏君）これにて、総務文教常任委員長の報告を終わります。 

これより、総務文教常任委員長の報告に対する質疑に入ります。質疑ありません

か。 

（「なし」と呼ぶ声あり） 

 

○議長（秋田重敏君）質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

次に、産建厚生常任委員長の報告を求めます。 

(「議長」と呼ぶ声あり) 

 

○議長（秋田重敏君）産建厚生常任委員長 ５番 熊谷良彦君。 

〔産建厚生常任委員長登壇 報告〕 

 

○５番(熊谷良彦君)それでは、産建厚生常任委員会よりご報告いたします。 

今期定例会において、産建厚生常任委員会に付託されました案件審査のため、

３月１０日に第１委員会室にて委員会を開催いたしました。 

付託を受けました議案第３６号 南越前町子ども医療費の助成に関する条例

及び南越前町暴力団排除条例の一部改正について、及び議案第４０号 南越前

町ふれあい会館今庄サイクリングターミナルの設置及び管理に関する条例の一

部改正についてから議案第４４号 南越前町道の駅南えちぜん山海里施設維持

基金条例の制定についてまでの条例６議案のほか、議案第４８号 公 の 施 設 の

指定管理者の指定について及び議案第５０号 町道路線の認定についての２議

案など、本委員会に関わる事項８議案につきまして、関係理事者の出席を求めて

所管ごとに慎重に審査をいたしました。 

採決の結果、各議案につきましては、いずれも原案のとおり認めることに決定

いたしました。 

次に、本委員会に付託の陳情第１号 シルバー人材センターに対する支援を

求める意見書の提出についての陳情は、採決の結果、「採択」といたしました。 

以上が、本委員会に付託されました各議案の審査結果であります。議員各位に

おかれましては、ご賛同賜りますようお願い申し上げまして、報告を終わります。 
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〔産建厚生常任委員長 降壇〕 

 

○議長（秋田重敏君）これにて、産建厚生常任委員長の報告を終わります。 

 これより、産建厚生常任委員長の報告に対する質疑に入ります。質疑ありませ

んか。 

（「なし」と呼ぶ声あり） 

 

○議長（秋田重敏君）質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

                          

討  論 ・ 採  決 

  

○議長（秋田重敏君）これより議案第３１号 南越前町公共施設適正管理基金条

例の制定についてから議案第４７号 南越前町教職員住宅の設置及び管理に関

する条例の廃止についてまでの１７議案を一括して討論を行います。討論あり

ませんか。 

（「なし」と呼ぶ声あり） 

 

○議長（秋田重敏君）討論なしと認めます。これで、討論を終わります。 

 これより、採決を行います。議案第３１号から議案第４７号までの１７議案を 

一括して採決を行ないます。議案第３１号から議案第４７号までの１７議案に

ついては、各常任委員長の報告のとおり決することに賛成の方は、ご起立願いま

す。 

〔全員起立〕 

 

○議長（秋田重敏君）起立全員です。よって、議案第３１号から議案第４７号ま

での１７議案は、各常任委員長の報告のとおり可決されました。 

次に、議案第４８号 公の施設の指定管理者の指定についてから議案第５０号 

町道路線の認定についてまでの３議案を一括して討論を行います。討論ありま

せんか。 

（「なし」と呼ぶ声あり） 

 

○議長（秋田重敏君）討論なしと認めます。これで、討論を終わります。 

 これより、採決を行います。議案第４８号から議案第５０号までの３議案を 

一括して採決を行ないます。議案第４８号から議案第５０号までの３議案につ

いては、各常任委員長の報告のとおり決することに賛成の方は、ご起立願います。 
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〔全員起立〕 

 

○議長（秋田重敏君）起立、全員です。よって、議案第４８号から議案第５０号

までの３議案は、各常任委員長の報告のとおり可決されました。 

次に、陳情第１号 シルバー人材センターに対する支援を求める意見書の提出

についての陳情について、討論を行います。討論ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ声あり） 

 

○議長（秋田重敏君）討論なしと認めます。これで、討論を終わります。 

これより、採決を行います。陳情第１号に対する産建厚生常任委員長の報告は、 

「採択」とするものであります。これに、ご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ声あり） 

 

○議長（秋田重敏君）異議なしと認めます。よって、陳情第１号は、産建厚生常

任委員長の報告のとおり「採択」とすることに決定しました。 

 

                          

特別委員長の報告 

 

○議長（秋田重敏君）次に、２月８日に自然保護並びに環境保全対策特別委員会

が開催されましたので、委員長の報告を求めます。 

(「議長」と呼ぶ声あり) 

 

○議長（秋田重敏君）自然保護並びに環境保全対策特別委員長 ４番 城野庄一

君。 

〔自然保護並びに環境保全対策特別委員長登壇 報告〕 

○４番(城野庄一君)自然保護並びに環境保全対策特別委員会より報告いたしま

す。去る２月８日、自然保護並びに環境保全対策特別委員会を開催いたしました。 

現在、本町で計画がされている３つの風力発電事業について、議員各位からの意

見をお聞きし、取りまとめたうえで、現段階における委員会としての意見を報告

いたします。 

委員会において、次の点について意見が出されました。 

１．風力発電施設建設による林地開発、運搬用道路等の整備などに伴う自然環

境の破壊及び水源かん養林、特にブナ林の伐採による土砂災害、水源の枯渇

に対し不安がある。 
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２．今日までの事業者による事業内容等の地元説明会の実施不足及び懇切丁

寧な対応がまだまだ不足している。 

３．町内在住の事業実施地域住民の意向確認を実施すべきである。 

４．風力発電事業の事業期間終了後の施設の維持管理等についての方向性が

不透明である。 

以上の意見がだされ、委員会としましては、風力発電事業に対する地元住民の

理解と事業内容及び事業の全貌に対する説明が不足しているとの判断から、事

業推進に対して、現段階では、賛成とする状況にはないとの意見にまとまりまし

た。なお、今後も地元住民の意向や事業者による丁寧な説明など、状況を見極め

ながら、委員会としましても継続して審議をしてまいりたいと存じます。 

以上、自然保護並びに環境保全対策特別委員会からの報告といたします。 

〔自然保護並びに環境保全対策特別委員長 降壇〕 

 

○議長（秋田重敏君）これにて、自然保護並びに環境保全対策特別委員長の報告

を終わります。 

 これより、自然保護並びに環境保全対策特別委員長の報告に対する質疑に入

ります。質疑ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ声あり） 

 

○議長（秋田重敏君）質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

                          

追加議案の上程 

 

○議長（秋田重敏君）次に、日程第３４ 議案第５１号 令和３年度南越前町一

般会計補正予算(第１０号)から日程第３６ 議案第５３号 人権擁護委員の推

薦につき意見を求めることについてまでの３議案を議題といたします。 

                            

提 案 理 由 の 説 明 

○議長（秋田重敏君）岩倉町長より、提案理由の説明を求めます。 

〔「議長」と呼ぶ声あり〕 

 

○議長（秋田重敏君）岩倉町長。 

           〔町長（岩倉光弘君）登壇〕 

 



 - 83 - 

○町長（岩倉光弘君）本日、追加提案いたしました各案件につきまして、その概要を

ご説明申し上げます。 

 提案いたしました議案は、補正予算に関するものが１件、条例の一部改正に関す

るものが１件、人事に関するものが１件の合計３件であります。 

最初に、議案第５１号 令和３年度南越前町一般会計補正予算（第１０号）であり

ますが、予算現額に５７０万円を追加し、予算総額を９６億２，１３２万１千円にい

たそうとするものであります。 

歳出の主なものは、土木費で、除雪業務委託料に５００万円の追加等であります。 

歳入の主なものは、地方交付税で、特別地方交付税として５７０万円の追加であ

ります。 

次に、議案第５２号 南越前町一般職の職員の給与に関する条例の一部改正につ

いて、ご説明申し上げます。 

これは、行政職の職員について職務の級の分類を見直したいので、今回提案いた

すものであります。 

次に、議案第５３号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについてご説

明申し上げます。 

これは、現在、人権擁護委員をされております神戸 一喜氏が、令和４年６月３０

日をもって任期満了となりますので、新たに、堂下 裕昭氏を推薦いたしたく人権

擁護委員法の規定により議会の意見を求めるものであります。 

 以上、追加提案いたしました３議案につきまして、ご説明を申し上げました。 

 ご審議をいただき、妥当なるご決議を賜りますようよろしくお願いを申し上げま

す。 

〔町長（岩倉光弘君）降壇〕 

○議長（秋田重敏君）これにて提案理由の説明を終わります。これより議案第５

１号に対する質疑をおこないます。質疑ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ声あり） 

 

○議長（秋田重敏君）質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

                          

討  論 ・ 採  決 

 

○議長（秋田重敏君）これより、討論を行います。討論ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ声あり） 

 

○議長（秋田重敏君）討論なしと認めます。これで、討論を終わります。 
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これより、採決を行います。議案第５１号については、原案のとおり決するこ

とに賛成の方は、ご起立願います。 

〔全員起立〕 

 

○議長（秋田重敏君）起立全員です。よって、議案第５１号は、原案のとおり可

決されました。 

 次に、議案第５２号に対する質疑をおこないます。質疑ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ声あり） 

 

○議長（秋田重敏君）質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

                          

討  論 ・ 採  決 

 

○議長（秋田重敏君）これより、討論を行います。討論ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ声あり） 

 

○議長（秋田重敏君）討論なしと認めます。これで、討論を終わります。 

これより、採決を行います。議案第５２号については、原案のとおり決するこ

とに賛成の方は、ご起立願います。 

〔全員起立〕 

 

○議長（秋田重敏君）起立全員です。よって、議案第５２号は、原案のとおり可

決されました。 

                          

採  決 

 

○議長（秋田重敏君）お諮りいたします。議案第５３号から人事案件でありますの

で、慣例により質疑・討論を省略し、ただちに採決をおこないたいと思います。 

これに、ご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ声あり） 

 

○議長（秋田重敏君）異議なしと認めます。よって、本件は、質疑・討論を省略

し、ただちに採決を行うことに決定いたしました。 

これより、採決を行います。議案第５３号 人権擁護委員に堂下裕昭君を適任

とすることに、ご異議ございませんか。   
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（「異議なし」と呼ぶ声あり） 

 

○議長（秋田重敏君）異議なしと認めます。よって、本案は、原案のとおり適任

とすることに決しました。 

次に、日程第３７ 発議第１号 南越前町議会委員会条例の一部改正につい

てを議題といたします。 

提案者より提案理由の説明を求めます。 

〔「議長」と呼ぶ声あり〕 

 

○議長（秋田重敏君）６番 喜村喜代治君。 

〔６番 喜村喜代治君登壇 説明〕 

 

○６番（喜村喜代治君）それでは、発議第１号 南越前町議会委員会条例の一部

改正についての提案理由を説明申し上げます。 

南越前町議会議員定条例が改正されたことに伴い、議会委員会の定数等を改

めたいので本案を提出するものであります。 

 提案者 南越前町議会議員 喜村喜代治、賛成者 南越前町議会 熊谷良彦

議員、同じく高橋宏介議員。 

 以上、議員各位におかれましては、ご賛同を賜りますようよろしくお願い申し

上げまして、提案理由の説明といたします。 

〔６番 喜村喜代治君 降壇〕 

 

○議長（秋田重敏君）これにて、提案理由の説明を終わります。 

 これより、発議第１号に対する質疑を行ないます。質疑ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ声あり） 

 

○議長（秋田重敏君）質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。  

                          

採  決 

  

○議長（秋田重敏君）お諮りいたします。これより、討論を省略して採決を行な

いたいと思います。これに、ご異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ声あり） 
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○議長（秋田重敏君）異議なしと認めます。よって、本件は、討論を省略し採決

を行なうことに決定いたしました。発議第１号については、原案のとおり決する

ことに賛成の方は、ご起立願います。 

〔全員起立〕 

 

○議長（秋田重敏君）起立、全員です。よって、発議第１号は、原案のとおり可

決されました。 

次に、日程第３８ 議員派遣についてを議題といたします。本件につきまして

は、地方自治法第１００条第１３項及び会議規則第１２９条第１項の規定によ

り、議員の派遣について承認を求めるものであります。議員派遣については、調

査・研修を目的にお手元に配付のとおり、議員派遣を行おうとするものでありま

す。ただし、緊急を要する場合は、議長において決定したいと思います。 

お諮りいたします。本件については、これを承認することにご異議ありません

か。 

（「異議なし」と呼ぶ声あり） 

 

○議長（秋田重敏君）異議なしと認めます。よって、議員派遣については、承認

することに決定しました。 

                              

休        憩 

〔休憩 午後 ４時４０分〕 

〔再開 午後 ４時４１分〕 

                              

再        開 

 

○議長（秋田重敏君）会議を再開します。 

 ただいまの休憩中に山本徹郎君他２名から発議第２号 シルバー人材センタ

ーに対する支援を求める意見書が提出されました。お諮りいたします。これを日

程に追加し、議題とすることにご異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ声あり） 

 

○議長（秋田重敏君）異議なしと認めます。よって、発議第２号 シルバー人材

センターに対する支援を求める意見書の提出についてを日程に追加することに

決定しました。 

 暫時休憩します。 
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休        憩 

〔休憩 午後 ４時４２分〕 

〔再開 午後 ４時４３分〕 

                              

再        開 

 

○議長（秋田重敏君）会議を再開します。 

追加日程第1 発議第２号 シルバー人材センターに対する支援を求める意

見書の提出についてを議題といたします。 

提案者より提案理由の説明を求めます。 

〔「議長」と呼ぶ声あり〕 

 

○議長（秋田重敏君）２番 山本 徹郎君。 

〔２番 山本徹郎君登壇 説明〕 

 

○２番（山本徹郎君）それでは、発議第２号 シルバー人材センターに対する支援

を求める意見書の提出について、提案理由の説明を申し上げます。 

我が国においては、人口減少、少子高齢化が進み、人生百年時代を迎えた今、誰も

が生涯現役で活躍できる社会の実現が求められています。その実現のため、シルバ

ー人材センターは、地域の日常生活に密着した就業の機会を提供するなど、高齢者

の社会参加を促進し、高齢者の生きがいの充実、健康の保持増進、ひいては地域社会

の活性化などに寄与しています。 

国を挙げて生涯現役社会の実現が求められている中、報酬よりも社会参加・健康

維持に重きをおいた「生きがい就業」に取り組んでいるシルバー人材センターの会

員に対して、形式的に個人事業者であることをもって、インボイス制度をそのまま

適用することは、地域社会に貢献しようと努力している高齢者のやる気、生きがい

を削ぎ、ひいては地域社会の活力低下が懸念されることになります。 

消費税制度においては、小規模事業者への配慮として、年間課税売上高が１，００

０万円以下の事業者は消費税の納税義務が免除されているところであり、少額の収

入しかないシルバー人材センターの会員の手取額が減少することなく、また、シル

バー人材センターの安定的な事業運営が可能となるように措置を講じるよう強く要

望するため、本案を提出するものであります。 

提案者 南越前町議会議員 山本 徹郎、賛成者 南越前町議会 加藤伊平議員、

同じく大浦和博議員。 
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以上、議員各位におかれましては、ご賛同を賜りますようよろしくお願い申し上

げて、提案理由の説明といたします。 

〔２番 山本徹郎君 降壇〕 

 

○議長（秋田重敏君）これにて、提案理由の説明を終わります。 

 これより、発議第２号に対する質疑を行ないます。質疑ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ声あり） 

 

○議長（秋田重敏君）質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。  

                          

採  決 

  

○議長（秋田重敏君）お諮りいたします。これより、討論を省略して採決を行な

いたいと思います。これに、ご異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ声あり） 

 

○議長（秋田重敏君）異議なしと認めます。よって、本件は、討論を省略し採決

を行なうことに決定いたしました。発議第２号については、原案のとおり意見書

を提出することに賛成の方は、ご起立願います。 

〔全員起立〕 

 

○議長（秋田重敏君）起立、全員です。よって、発議第２号は、原案のとおり意

見書を提出することに決しました。 

                           

閉   会 

 

○議長（秋田重敏君）以上で、本日の本会議の日程は終了いたしました。閉会にあ

たり、岩倉町長より発言が求められておりますので、これを許します。 

(「議長」と呼ぶ声あり) 

 

○議長（秋田重敏君）岩倉町長。 

           〔町長（岩倉光弘君）登壇〕 

 

○町長（岩倉光弘君）令和４年３月定例議会の終わりにあたりまして、一言お礼を

申し上げます。 
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 初日の３月２日に、この本会議場におきまして、私どもが提案いたしました令和

４年度当初予算をはじめとする４３議案、及び本日追加提案をさせていただきまし

た３議案、全てを可決いただき誠にありがとうございました。 

今議会において可決いただきました令和４年度当初予算は、人口減少と少子高齢

化の進行や地域の活性化など、本町が抱える課題に対して正面から真摯に向き合い、

解決に向け知恵を絞り、未来へ希望を持てるまちづくりを進めるために編成をいた

したものであります。 

また、一般質問をはじめ当初予算特別委員会並びに各常任委員会でいただきまし

たご意見に対しましても、誠意をもって取り組んでまいりたいと思います。 

今後も、町民の皆さま方が安全に安心して活き活きと暮らすことができるまちづ

くりに、鋭意取り組んでいく所存であります。 

最後に、議員の皆さま方のご理解ご協力をよろしくお願い申し上げまして、お礼

の言葉とさせていただきます。どうも、ありがとうございました。   

〔町長（岩倉光弘君）降壇〕 

 

○議長（秋田重敏君）議員各位におかれましては、去る２日から本日までの１７日

間にわたり、各案件に対しまして慎重審議いただき、それぞれ妥当なるご決議をい

ただきましたこと、また、今期定例会運営にご協力いただきましたことに対しまし

て、厚くお礼申し上げます。 

今期定例会に提案された令和４年度当初予算につきましては、「当初予算特別委

員会」を設置し、慎重に審査いたしました。審査期間中は、岩倉町長をはじめ理事

者各位には、ご協力いただき感謝を申し上げます。 

また、岩倉町長におかれましては、２期目も２年目を迎えますが、「６つのまち

づくり」事業の施策実現に向けて誠心誠意取り組んでいただき、今後も町民が安全

で安心した生活を営むことができるような町づくりをはじめ、南越前町の更なる発

展のために、全力で町政に取り組んでいただきたいと存じます。 

また、お互いに立場の違いはあっても、時には、町と議会は車の両輪のごとく町

政発展のため切磋琢磨して取り組んでまいりましたが、我々議員の任期が４月末日

をもって満了を迎えます。 

私ごとではございますが、令和２年６月議会定例会におきまして議長に推挙いた

だきまして、この間、私なりに一生懸命努めさせていただいたつもりでございま

す。 

これまで、議長としての職責を全うすることができましたのも、ひとえに議員の

皆さま方のご理解とご指導の賜ものであり、また、岩倉町長をはじめ理事者の皆様

のご協力があってのことと心から感謝を申し上げます。 
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また、町民の皆様方には、この４年間、議会運営に対しまして暖かいご支援とご

理解を賜りましたこと、議員一同厚くお礼申し上げます。 

来月の１７日には町議会議員選挙が行われ、町民の厳粛な審判を仰ぐわけでござ

いますが、更なる飛躍を目指して挑戦される方、また、新たに意欲をもって望まれ

る方のご健闘を心よりお祈り申し上げたいと存じます。 

結びに、南越前町の更なる発展と町民の皆さま方のご健勝、ご多幸を心より祈念

申し上げまして、一言お礼の言葉にかえさせていただきます。 

これをもちまして、令和４年３月南越前町議会定例会を閉会いたします。 

〔閉会  午後４時５１分〕 


